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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本書の内容はフィクションであり、登場する団体・店名・人物などの名称はすべて架空のものです。
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◆４月、１週目





　肌を切り裂くような寒さの冬も終わり、眠気を誘うやわらかく暖かな日差しが降り注ぎ始めた。あちこちの桜の樹は花盛りを迎え、公園なんかでは花見も行なわれていた。

　そんな穏やかな春の日常。

　俺、比良ひら克樹かつきは……麻友まゆの乳を揉んでいた。

「うーん、やっぱりこう、絵とはいえ、巨乳は破壊力高いよなぁ……」

　麻友の背後に立ち、エプロンの下に手を差し込み、ブラウスの上から麻友の乳を揉みしだく。だが、わずかな弾力しか感じられない。貧乳のくせにブラジャーなんかつけてるから余計に感触がわからない。やはりおっぱいというものは触っただけで指が沈み込むようなものが……。

「……克樹さん、いま私包丁握ってるってことわかってます？」

　人参を切っていた麻友はぎぎぎ、と振り向き、引きつった笑みを俺に浮かべた。右手に持っている包丁が煌きらめいたような気がした。

　殺気を感じた俺はあわてて麻友から離れた。

「い、いやぁ、悪い悪い！　いま仕事の勉強してて、ついむらっときてしまって」

「むぅ、お仕事なら仕方ありませんね……」

「だろぉ？　はははっ」

「なんて言うと思いましたか、この変態っ！　むらっときたのならひとりで処理してください！」

「わかった。麻友がそんなに言うならここで、オナニーする」

　俺は麻友のうしろに腰を下ろしてあぐらを緩く組んだ。ティッシュはどこに置いてたか探していると、麻友がわたわたと焦り始めた。

「ちょ、ちょっと待ってください！　こ、ここでオナニーするんですかっ!?」

「べつにいいだろ。ここが俺の部屋みたいなものなんだし」

　築30年の２ＤＫの部屋。麻友が来るまで部屋を散らかし放題で、俺はキッチン部分で寝泊まりを続けていた。その生活は麻友が来たあとも変わることなく、俺の部屋はキッチンも同然だった。

　ちなみに隣の和室部分は麻友が使っている。

「た、たしかにそうですけど……す、するなら隣の部屋に行ってくださいっ」

「隣の部屋は麻友が使ってるじゃないか。麻友の部屋でオナニーしていいのか？　いいんだな？」

「うぅっ……！」

　麻友はたじろぎ、言葉をつまらせた。しばらく落ち着きなく視線をさまよわせ、唇を噛みながら考えていたようだが、やがて言葉を絞り出した。

「……いい、ですよ……」

「よしわかった。麻友の布団の上で麻友の枕の匂いかぎながらオナニーしてくる。ちょっと待ってろ」

「ふああああああっっ!?　やっぱりダメっ、いまのなしです、なしっ！　私の部屋でへんなことしないでくださいぃっ」

「じゃあ、おまえはどうしろと言うんだ。このやりきれないむらむらをこじらせて、ち×ちん爆発させろとでも言うのか。いいんだな、おまえは。おれのち×ぽが爆発しても」

「そ、そんな簡単におち×ちんが爆発するわけないじゃないですかっ！　……も、もうわかりましたよ。……こ、ここでオナニー、すればいいじゃないですか……わ、私はお夕飯の支度がありますので……ど、どうぞ私のことなんて気にせずに……」

　麻友は俺に背中を向けて、人参を切り始めた。トトト、と軽快な音が鳴り響く。いや、これは俺のことを考えないようにするために料理に集中しようとしているのだろう。

　……ふむ。

　俺は麻友の背中をながめた。

　このまま麻友に言われたとおり『仕事の資料』でも使ってオナニーするのもいいだろう。しかしそれで済むなら俺は麻友の乳を揉んだりしない。紙に印刷された薄っぺらい媒体の巨乳を眺めても、むらむらが増し、実際に触れてみたい衝動にかられるだけだ。

　やはりおかずにするのなら、もっとこう、目に迫るようなリアル感が欲しい。

「……なんだ、グレーか。もっとかわいいの穿けよ」

　俺は麻友のスカートをめくり上げた。そこには無地のグレーショーツに包まれた丸くやわらかそうな双丘があった。

「ひやああああああああっ!!」

　……俺は、麻友に蹴られた。





◆






　家出少女らしきものを拾った。

　それから半年以上は過ぎただろうか。




　麻友に出会うまでの俺はその日暮らしのフリーターで、安定しているとはいいがたい生活をしていた。

　だが、俺は決めた。

　麻友が短大を卒業するまでにちゃんとした会社で働き、麻友と籍を入れること。

　就職活動を始めた最初はあまり思うようにいかなかった。昨今の就職難は大卒でも厳しいと聞く。高卒の俺が社員になろうとしても難しい。

　職種は問わないが未経験の高卒でも雇ってくれるような会社。俺はそんな会社をずっと探しては、応募を繰り返していた。

　そして俺はついにひとつの会社で内定をもらう。

　その会社は、普通の会社とは少し違っていた──。




「比良くーん。新しい原稿来たから中身チェックしておいてー」

　俺が座っている席の机の上に紙の束がどさどさといくつも置かれる。

　その紙の束の表紙を飾るのはたわわなおっぱいを丸出しにし、淫唇が見えそうなほどきわどいところまで下半身を露出した女のイラストだった。そっと紙の束をひとつめくり上げれば、今度は全裸にスライムかくらげのような触手がまとわりついている少女のイラストが目に飛び込む。

　こんな紙の束に俺はこれからすべて目を通さなきゃいけない。

「前にも言ったと思うけど、おち×ちんやおま×こがもろに出ちゃってるのはアウトだから。特に亀頭の先端やカリ首の周辺、女の子ならクリトリス、膣口付近には黒線が入ってないとアウトだよ。それにしたって、ちゃんと決められてるわけじゃないんだから最近のアダルト雑誌で修正の範囲を勉強してもらわないといけないんだけどね」

　真面目そうな顔でおち×ちんやおま×こと口にしているのは俺の新しい上司になった富岡とみおかさんだ。50代くらいのしわが深くなり始めた中年の男性で、俺の新しく入った会社の社長をしている。俺は社長直々に社員教育を受けていた。




　俺の入った会社は印刷会社。……しかも同人誌を中心に印刷している会社、ニコカワ印刷所だった。

　入社したばかりの俺は富岡さんに18禁同人誌の修正部のチェックを任された。これが新人教育として順当かどうかわからない。俺はただ任されたことをやるだけだ。




「でもきみは若いからね。アダルト雑誌とかを普段から読んでいるから修正の範囲とか、なんとなくわかるだろう？」

「は、はぁ……そうですね……」

　じつをいうと、麻友がいない頃はちょくちょく読んでいたが、麻友が来てからはあまり読むことがなくなった。麻友がいる前で堂々と読むには少し気が引けるというか。

　正直、料理している麻友や、テレビの前でくつろいでいる麻友、風呂上がりにパジャマ姿でいる麻友の姿を見るだけで俺は満足していて。

　だってすぐ隣では好きな女が一緒に生活しているわけだ。我慢なんてできるわけがない。

　むらむらっときたら麻友のいないところで処理するか……もしくは麻友本人に相手してもらっていた。

「結構この仕事もたいへんだからね。まずは簡単なことからやってもらおうと思ってね」

「はぁ、なるほど……」

　これが本当に簡単なのか、それとも難しいのか、俺には判断がつかなかった。

「それにね、こうして誰かが頑張って作ったものを見ていると元気が出てくるよ。僕たちの仕事は、この人たちの想いを誰かに伝えるために最後の仕上げをすることなんだ。だから比良くんにはまず、いろんな原稿を見てもらいたくてね」

「なるほど……」

　富岡さんの言っていることもわかるような気がする。

　俺の目にした原稿は、プロの漫画家のように熟達したものから、つたない画力で仕上げられたものまでさまざまだ。そのどれからもなにかを表現したくてたまらない情熱が燃え上がっていることが伝わってきた。

　創作者たちの想いを形にする……俺にはそれがどういうことかまだよくわからなかったが、誰かの作ったものに関わるということはなんとなくうれしいように感じられた。

「いまはまだ忙しくないけど、もう少ししたら忙しくなるから。そうしたら比良くんにも別の仕事をやってもらうことになるよ。いつかはＤＴＰソフトとか使えるようになってほしいんだけどね」

「は、はいっ、わかりましたっ」

「それじゃ僕は輪転機のほうを見てくるから。わからないことがあったら内線でも使って聞いてくれよ」

「はっ、はいっ」

　富岡さんはそう言うと、俺から離れて事務所から出ていってしまった。いまのところ、事務所にいるのは俺と、向かい側でなにかの作業をしている女の人だけだ。

　俺は富岡さんに言われたことをこなすしかない。

　与えられた紙の束を俺はめくった。やはり多いのは巨乳のキャラばかりで貧乳のキャラは少ない。俺も見るだけなら巨乳のほうが好きだ。

『ご主人さま[image: ]　メイドのおま×こに、ご主人さまの極太おち×ぽをぶち込んでください[image: ]』

　巨乳をあらわにしたメイドキャラが大ゴマを使い、淫唇を指で押し広げてあらわにする。膣口やクリトリスはしっかりと黒線で修正されていたが、それでも俺はツバを飲み込むしかなかった。

　知らず知らずのうちに、半勃ちになった俺のペニスが下着を押し上げる。

　まさかこんなところでオナニーするわけにはいかない。

　心を無に、無我の境地を目指しながら俺は次の紙の束をめくった。

　次は戦う変身ヒロインが触手の化け物に襲われる漫画だった。最初は化け物に対して強気な態度を見せていたヒロインが、コスチュームを破られ、触手に嬲なぶられていくうちに快楽に目覚めていく、そんな話だった。

　俺は思わず麻友が触手に嬲られる姿を想像してしまった。

『ふぁあぁっ、こんなぬるぬるしたのがっ……あっ、あっ、やぅううっ……！　い、いやです、そんなとこ……っ』

　細く白い身体を這い回る触手。紐のような触手が乳首をきゅっとひねり、腹部にナメクジのような軟体がうぞうぞと這い回る。足の先から太もも、そして脚の付け根へと向かうのはイボイボのついたいかがわしい形の触手だ。

　……うむ、触手も悪くないな。現実には存在しないが。

　俺は帰ってすぐに麻友の胸を舐めたくなった。そんなことしたら怒られるだろうが。

「…………」

　ふと、視線を感じれば、向かい側にいる社員が俺を見つめてきていた。まるでちゃんと仕事をしているかどうかうかがっているかのようだ。

「なっ、なんでしょうかっ？　なにか用事でもっ」

「べつに用事とかあるわけじゃないんだけど、さっきから難しい顔ばかりしてるから。わからないことでもある？」

「い、いえっ、特にありませんっ」

「そう、それならいいけど」

　社員の視線が自分の目の前にあるパソコンのディスプレイへと向かう。

　俺はバレないようにこっそりとため息を吐いた。

　与えられた仕事は性器の修正のチェックだ。こんなにじっくり原稿を読みふけることじゃない。惜しい気持ちもあったが、俺は業務的に原稿のチェックをすることにした。

　しばらく紙の束を静かにめくり続けた。

　渡されたぶんだけのチェックを済ませたとき、俺のペニスはズボンの下で半勃ち状態になっていた。いっそトイレに行って抜いてこようかと思ったとき、富岡さんが事務所へと戻ってきた。

「比良くん、原稿のチェックは終わったかい？」

「は、はいっ、ちょうど、終わりました。全部大丈夫っぽいですっ」

「それなら今度は輪転機のほうに来てくれないかな。ざっと印刷の流れを教えるから。あと、ちょっとした仕事も手伝ってほしいんだ。できるかな？」

「はい、大丈夫、です……」

　大丈夫だと思う。たぶん。

　俺はやや前かがみになりながらも富岡さんについていった。





◆






　その後、パソコンから出力されたデータが印刷され、紙から本へと変化していく様を見学した。大きな機械がリズミカルに稼働して、物を完成へと導いていくさまは胸をわくわくと高鳴らせ、俺の中に眠る子供心を刺激した。まるで巨大なロボが動いているような気さえしてくる。

「比良くん。こっちにあるの、向こうに運ぶの手伝って」

「あっ、はい、わかりました」

　俺は富岡さんに言われたとおりに印刷物を運んだり、綴じ機に紙をセットする手伝いをしたりした。

　そんなことをしているうちに、退社の時間になった。

「あ、そろそろ終わりの時間だね。比良くん、もう帰っていいよ」

　インクの匂いがまだ色濃く残っている刷りたての本を段ボール箱に詰めながら、富岡さんは俺に言った。

「でもまだ仕事残っているんじゃ……」

「新人の比良くんに残業を任せるわけにはいかないよ。とりあえずは仕事に慣れてもらわなきゃいけないからね」

「はぁ、わかりました。それじゃ、お先に失礼いたします」

　俺は富岡さんに軽くお辞儀をして事務所のほうに戻った。事務所のほうでは先ほどと変わらず女性の社員がなにかの仕事をしていた。

「おつかれさまです。お先に失礼いたします」

「おつかれさま」

　社員の人は俺に軽い挨拶をすると再び自分の仕事に向き合った。俺はロッカーに置いていた自分の荷物を取り、会社から出た。

　春にはなったが、やはり夕方付近になれば寒さを感じてしまう。

　隣を通り過ぎる人々はそれぞれに上着を着込み、寒さに対処していた。

　しかし寒さなんか気にならないくらいに俺の脳内を支配するものがあった。

　それは今日、さんざんなくらいに見せられたエロ原稿の数々。

　俺だってエロ漫画のひとつやふたつくらい読んだことはあるが、あんなにたくさん、一度に読むことはいままでになかった。

　おかげで帰宅途中だというのにたわわに揺れるおっぱいや、愛液をとろりと垂れ流しながらくぱぁと開かれるおま×このことばかり考えてしまう。

　そして、それはやがて麻友の淫らな姿と重なってしまう。

『克樹さぁん……私のいやらしいぐちょぐちょおま×こに克樹さんのおち×ちん、ずっぷり奥まで挿いれてくださぁい[image: ]』

　そんな下品なことを自分から言葉にするなんてなかなかないだろう。なのに蕩とろけた顔を見せる麻友が愛液で濡れそぼった淫唇を指で押し開く妄想が頭から離れない。

　──麻友……麻友、会いたい……。

　なんかもう、いやらしい意味全開で。

　気づけばアパート近くのコンビニの前に立っていた。

　近くにあったカーブミラーを覗き込めば、かなり怪しい表情をした男の顔が映し出されていた。いや、違う、俺の顔だ。あまりにも犯罪者チックな顔をしていたので一瞬わからなかった。

　やばい、このままでは不審者として通報されるところだった。

　俺は顔を引きしめ、コンビニの中に入った。

「らっしゃーせー」

　コンビニ店員の事務的で無気力な挨拶が俺を出迎える。俺は雑誌が並べられている棚の前を歩き、成人向け雑誌が置かれている狭いコーナーの前に立った。

　存在を隠すかのように作られたそこには、派手な下着やきわどい服を身につけている女優の写真が表紙になった雑誌が置かれていた。当然写真だけでなく、たわわな白い乳房とピンク色の乳首を丸出しにしたお姉さんのイラストが表紙になったものもある。これは中身が漫画なんだろう。

　俺はアダルト向けの漫画雑誌と思われるものをつかんだ。

　誰かに言い訳するわけじゃないが、これこそが『仕事の資料』だ。性器の修正具合は商業のアダルト漫画を基準としている。だから最新の修正具合を知るためには新しい情報が必要になる。

　決して自分が楽しむために買っているわけじゃないんだ。絶対。確実に。……たぶん。

　ついでというわけじゃないがスイーツが並べられている冷蔵コーナーにも足を向け、生クリームの乗ったちょっと高めのプリンを手にした。そしてレジに向かった。

　コンビニから出た俺はまっすぐにアパートへと向かった。

　もう我慢できない。

　きっと誰かに顔を見られたら通報されてしまうような表情を浮かべていただろう。

　錆さびついた階段を上り、俺は自分の部屋のドアを開けた。

　俺の部屋でもあるキッチンに入ると、コンロの前にエプロンをつけた麻友が立っていた。

「おかえりなさい、克樹さん。今日はロールキャベツに……」

「麻友ーっっ!!」

　俺は抑えきれない衝動とともに麻友のスカートを大きくめくり上げた。

　途端にあらわになる白い脚に丸い膝小僧。そしてショーツに覆われた小さな恥丘。うむ、今日はピンクのストライプか。なんだ、かわいいぱんつも持ってるじゃないか。

「いやああああああっっ!!」

　スカコーン！

　麻友の手に握られていたおたまが俺の頭を叩いた。

「ぐえっ」

　俺は思わず悲鳴を上げた。

　スカートをめくられた麻友は俺をじとりとにらみつけながらスカートを両手で押さえた。

「帰ってきた早々、スカートめくりをするなんて……どこで覚えてきた挨拶なんですかぁ……っ」

「心配するな、俺のオリジナルだ」

「同じような人がいたらそれはそれで困りますっ！　まったく、そんなオリジナルさっさと投げ捨てちゃってください」

「じゃあ第２弾は太ももを舐めるので……」

「ひぁああああっ!?　なんでそんな変態なこと思いつくんですかっ！　そんなアイデア採用できません！」

　まるで鬼編集長のごとく俺の出すアイデアを却下する麻友。

　唇をとがらせ、顔をぷいっと横に背けている。すっかり機嫌を損ねてしまったようだ。

「あー、悪かったよ、麻友。こんなこともあろうかと思ってプリンを買っておいたから」

　俺はコンビニ袋の中から買ったばかりのプリンを取り出した。

「こんなこともあろうかって、スカートめくりすること前提ですかっ！　まったくもう、プリンなんかで許すと思ったら大間違いなんですからね。……プリンはもらいますけど」

　唇をとがらせたままであったが麻友はプリンを受け取ってくれた。どうやら機嫌は少しだけ直ったようだ。

「はぁ～、新しいお仕事を始めてくれたのはうれしいんですけど、克樹さんのえっちぃのが激しくなるなんて思いませんでした。……克樹さんがえっちぃなのは知ってましたけど。ドレスでえっちするために中古のを買ったりするし。あのときのローター、まだ捨ててませんし」

「いや、その、それは、だなぁ……」

「あいかわらず靴下は脱いだままそこらへんに置いてるし、使ったあとのティッシュも捨てないし！　ソファベッドでお菓子食べて汚しちゃうし、布巾を置いていたらおしぼりと勘違いしてるのか顔を拭いちゃうし」

「…………」

　話がえっちぃのと関係ない方向に行ってる気がするが、俺は居心地悪くしながらも黙って麻友の言葉を聞き続けた。言い返せないからだ。

「はぁ、こうなったら仕方ありません」

　麻友はキッチンのそばにある窓をガラリと開けた。途端に冷たい空気が温かい部屋の中へ流れ込んでくる。麻友は狭い窓から顔を外へと出した。

「お、おいなにする気だ」

　まさか俺の愚行をご近所中に向かって叫ぶつもりでは。

「流れ星にお願いするんです。いつか克樹さんが少女漫画に出てくるような超かっこいいヒーローになってくれるように」

　麻友はいたずらっぽい視線を向けて、窓に向かって祈るような仕草しぐさを見せた。

　俺はそんな麻友の隣に並んでため息を吐く。

「流れ星なんてそう簡単に見えるわけないだろ」

「あっ、流れ星ですっ」

「うそっ、どこどこどこっ」

「あーあー、もう見えなくなっちゃいました。克樹さんは悪い子ですからね。きっと悪い子には見せないようにさっさと流れちゃったんですよ」

「……俺が悪いみたいに言うなよ」

「さてとっ」

　気が済んだのか、麻友は窓辺から離れて再びコンロの前に立った。

「今日はロールキャベツと鮭のソテーに筑前煮ですよ。もうすぐできますから座って待っていてくださいね」

「あ、あぁ……わかった」

　俺はソファベッドの上に座った。ふとコンビニ袋の中からプリンと一緒に買ったアダルト漫画雑誌を取り出す。適当にぺらぺらとめくるが、やはり巨乳というものは絵でも破壊力が高い。やわらかそうな乳房がぶるんぶるんと派手に描かれていると、実際にも触れたくなる。

　食器にロールキャベツを盛りつけている麻友の背中に視線を向けた。

「言っておきますけど、またえっちぃことしたら……」

　振り向きもせずに麻友はつぶやいた。

「討伐します」

「……はい」

　具体的になにをどうして討伐するのかわからなかったが、謎の迫力を感じた俺は、飯の準備ができるまでおとなしく座り続けることしかできなかった。





◆






　翌日はひさしぶりに寒い日となった。

　まるで春から真冬に戻ったかのような気温だった。北の地方では雪も降ったらしい。

　俺は上着を着込んで会社へと向かった。

　仕事を始めてまだひと月も経ってないから、まだ慣れないことだらけだが、富岡さんが優しく教えてくれるのでなんとかなっている。

　いつものように富岡さんの仕事を手伝い、原稿をチェックしたりした。

　今回は依頼された原稿だけでなく、資料として保管されている同人誌の束を渡された。富岡さん曰く、自分がなにをして、なにを作っているか理解するためだ。

　しかしその大半はエロ同人誌で……俺は行き場のない悶々とした気持ちを抱えながらページをめくっていた。

　特にアレがよかった。ストッキング。

　黒いストッキングを穿いたサキュバスのお姉さんが主人公に無理やり足コキをしている本がすごくよかった。ストッキングに覆われた足の先から太ももまでを漫画ならではの表現で艶めかしく描写した本だった。

　やっぱりいいな、黒ストッキング……。

　そんなことをずっと考えながら俺は帰路に就いた。

　アパートに着くと、ドアには鍵がかかっていた。鍵を開けて中に入れば、部屋は薄暗く、誰もいなかった。

　麻友はまだ帰っていないが、こういうことはたまにある。

　普段なら麻友が帰ってくるまでテレビを見るか、雑誌を読むか、ゴロゴロしているかのどれかなんだが。

　しかし、いまの俺はそういうことが考えられないくらい頭の中が別のことでいっぱいだった。

　黒ストッキング。

　黒ストッキング、黒ストッキング、黒ストッキング、黒ストッキング、黒ストッキング、黒ストッキング、黒ストッキング……。

「あれー？　克樹さんもう帰ってきてるんですか？　今日はひさしぶりに寒かったですねー」

　スーパーの袋を持ったままキッチンに入ってきたのは、黒ストッキングを穿いた麻友だった。それが現実か、それとも俺の煩悩が生み出した幻覚なのかわからなかった。

　というか、なんかもうどうでもよかった。

「ストッキング……！　黒ストッキング！」

　俺は麻友の脚に抱きつき、頬ずりをした。

「ふにゃああああっ!?　な、なにするんですかぁ……っ！」

　黒ストッキングに頬ずりする俺の頭を麻友はぽかぽかと叩くが、驚いているせいか力が入らない。

「麻友、頼む！　ストッキング穿いたまま足コキしてくれっ！」

「あ、あしこき？　ってなんですか……？」

　太ももにしがみつく俺を見ながら麻友は首を傾げた。俺の持ち帰った雑誌を時々読んでいる麻友であったが、さすがに足コキはわからなかったらしい。

「ええと、俺のち×ぽを両手でやるように、足で愛撫してほしいんだけど」

「ふぁあああああっ!?　な、なんでわざわざそんなことしなきゃいけないんですかぁっ！　……お、おち×ちんを撫でてほしいなら、て、手でやれば充分じゃないですか……」

「全然違う！　足でやるからいいんだ！　なんというか背徳感っていうか、侮蔑されてる感がいいっていうか……ああ、とにかく頼む、やってくれたらもう料理中におっぱい触ったりスカートめくったりしないから！」

「……そもそも料理中の人間にそんなことするのがおかしいんですけどね」

　麻友がじとりと俺を見下し、にらみつける。

　あ、なんかちょっと気持ちいい。ぞくぞくする。

　これはなんとしてもやってもらわなければなるまい。

「お願いったらお願い！　やってもらわないともうち×ちん爆発しそうで……！　一生のお願いだから！　このとおり！　お願い！　お願い！」

　俺は麻友に向かって何度も土下座した。

　麻友は「うわぁ、必死すぎてドン引きです……」といいたげな顔で見つめてきたが、やがて仕方ないとばかりに大きくため息を吐いた。

「……しょうがないですね」

　やったぜ!!

　俺は感激のあまりその場で天を仰ぎ、ガッツポーズを決めた。無邪気に喜ぶ俺を見て麻友はますます嫌そうな顔をした。

「それじゃさっそく頼む！」

　俺はキッチンの床に緩くあぐらをかいた。麻友はそんな俺の向かい側におずおずと座り込んだ。

　眉間にしわを寄せて頬をほんのりと赤く染めている麻友を見ながら、俺はズボンのチャックを下ろしてペニスをあらわにした。すでに勃起しているペニスがびよんと飛び出て直立した。

「ふわっ、わわわ……っ」

　勃起したペニスを見て麻友はあわてたような声を上げた。顔も真っ赤になり、まるで処女のような反応だ。これまでたくさんスケベなことをしてるのにいまさらな反応だと思う。

「どうした？　べつに初めて見るもんじゃないだろ」

「そ、そうですけど……その、足コキする前からそんなに興奮するなんて……」

「待ちきれないんだよ！　さぁっ、早くっ！」

「うぅ……っ、わ、わかりましたよ……」

　黒ストッキングに包まれた麻友の脚がおそるおそる俺のペニスへと伸び、陰茎を挟み込んだ。

（うわ……）

　思った以上の感触に腰が震えそうになる。陰茎に触れた足の裏は、しっとりと湿り気を帯びていて、熱がこもっていた。先ほどまで外を出歩いていたせいだろう。

「て、手でやるみたいにやればいいんですよね……」

「あ、あぁ……」

　麻友の両の足が陰茎の表面で上下に動く。キメの細かいさらさらとした布地が陰茎に押しつけられるのは、直接触れられるよりもどこか不思議な感覚だ。布の向こうにふにふにとした足裏の肉の存在を感じるのもいい。

「…………」

　麻友は困惑の表情を浮かべながら足を動かし続けた。

　勃起しきった陰茎を麻友の足裏がさわさわと撫でつける。時々足の少しくぼんだ箇所にカリ首が引っかかるのも、優しく包み込まれているような感触がして気持ちいい。

　いいが、どこか物足りない。

　麻友の愛撫はやや遠慮がちで、ペニスの表面をくすぐるだけにしかなってないからだ。

「も、もうちょっと強くしてくれないか」

「つ、強く、ですか……」

　麻友は小さく息を呑むと、陰茎を挟み込む足に力を込めてきた。圧迫されればストッキングと足裏の感触をより強く感じる。まるで狭い膣内に無理やり侵入したかのようだ。しっとりと汗ばむ足裏が、粘膜のようにも感じる。

「ん、んしょ……」

　黒ストッキングに覆われた足裏が陰茎を包み込み、五指が絡みついてきた。力を込めながらも、ゆっくりとゆっくりと麻友は俺のペニスを撫でつけた。血管が浮き出た陰茎に足裏がひたりと寄り添い、赤黒く張り詰めた亀頭を指の腹がくりくりと愛撫する。

「……ぁ……」

　海綿体を膨らませ、勃起しきったペニスを見つめて麻友は小さく声を漏らした。

　麻友はほんのりと顔を赤らめながらも俺のペニスを見つめていた。しかし心の底ではまだ抵抗があるのか、きゅっと唇を噛みしめていた。

　ぞくっ。

　麻友のそんな顔を見るだけで、甘い電流が背筋を駆け上る。

　嗜虐しぎゃく心とも被嗜虐心ともつかない気持ちが胸の奥から湧き出る。

　もっと、いじめたい。もっと、いじめられたい。

「いいぞ麻友！　そこで！　俺にぱんつを見せてくれ！　スカート自分で持ち上げて！」

「ふえぇぇ……あ、足コキまでしてあげてるのにこれ以上注文つけるんですかぁ……」

「いいじゃないか、いまさらだぞ」

「う、うぅぅ……っ」













　麻友の頬がよりいっそう赤くなり、視線をうろんげにさまよわせた。時々唇を噛みしめたり、は、と熱いため息をこぼしたりしていたが。

「……………………」

　やがて麻友は自分からゆっくりと、ゆっくりと、スカートをめくり上げた。

　スカートの下にあった細い太ももがあらわになる。黒ストッキングに覆われている太ももは艶めかしく、黒い布地の下に透けて見える肌の色が情欲をかき立てる。そして、濃い帯のようなランガード部分が見え、ストッキングのパンティ部が見えた。

　白色のショーツがストッキングの向こう側に透けて見える。いつもの無地の地味な綿パンツのはずなのに黒い布地の向こう側にあるせいで高級なセクシーランジェリーにも見えてしまう。

　特に恥丘の割れ目に沿うように存在する中心部の縫い目。これがやばい。縫い目が恥丘の割れ目に食い込み、肉感を際立たせている。ひたりと張りつくストッキングの布地は淫唇の存在を、尻たぶの丸みを、より強く浮き立たせていた。

　その光景に俺は思わずツバを飲み込む。

「…………っ！　そう！　そんな感じだ！　いいぞ!!」

「へ、変態ぃ……っ」

　涙目になりつつある麻友が心底嫌そうに俺をにらみつける。唇は震え、頬は耳たぶまで羞恥に赤く染まっていた。

　やばい、興奮する。

　背筋を駆け上る甘い電流に俺は思わず腰を仰け反らせた。

「ふぁっ、あっ、克樹さんのおち×ちん、びくってしました……」

　俺のペニスを愛撫しながら麻友は驚きの言葉を口にした。もう何度もち×ぽなんて見ているはずなのに、初心うぶな反応を見せる。そこが、いい。

「うぅっ……こんなのこれっきり、なんですからね……」

　嫌そうにしながらも麻友の両足がすりすりと俺の陰茎を愛撫する。わずかに湿気たストッキングが陰茎の表面を摩擦する。指の腹、足裏の肉がふにふにとほどよく陰茎を圧迫して気持ちいい。

　摩擦のせいか、さっきよりもずいぶんと麻友の足裏が熱を帯びてきたと思う。それとも俺自身が昂たかぶっているからそう思えるのか。そうかもしれない。

「あ……克樹さんのおち×ちんからぬるぬるのお汁がこぼれてきました……」

　そこまで頼んでいないのに麻友の足の親指がくりくりと亀頭の先端を撫でつけた。敏感な箇所をこすられ、尿意を促すような甘いしびれが下腹部を走る。鈴口からあふれた先走りの液体がねちゃりとストッキングの布地に絡みつく。

「うぁ……っ」

　俺は思わず声をこぼしてしまった。

「克樹さん……気持ちよさそうな顔してます……」

　麻友の視線が俺の顔に突き刺さる。ほんのりと顔を蒸気させながら、麻友はとろんと瞳を潤ませていた。薄く開かれた唇から、は、と小さく熱いため息がこぼれる。

　そんな仕草さえ、俺の頭を熱くさせて、興奮させる。

「気持ち、いいんですね……」

　麻友はいままでに見たことのない妖艶な、薄い笑みを浮かべた。

　俺の羞恥を見て、麻友自身も興奮していた。

　五指が亀頭へと絡みつき、敏感な薄皮膚をすりすりと撫でつけた。ストッキングに覆われた五指によって、先走りの液体が亀頭全体へとまぶされる。

　もう片方の足は執拗に陰茎をこすりつけていた。

　親指と人差し指を広げれば、伸びたストッキングが膜のようになり、裏筋を細かくしごき上げる。裏筋を無理やり伸ばされるような強い刺激。思わず腰が仰け反りそうになった。

　そしてそんな様子は真正面にいる麻友にすべて見られていた。

「克樹さん、気持ちいいんですね……。女の子に足でおち×ちんいじられながら気持ちよくなるなんて、本当に克樹さんはどうしようもない変態さんです……っ」

　うっすらと笑みを浮かべながら麻友は俺を侮蔑する。




　ぞくっ、ぞくぞくぞくっ。




　冷たい視線と蔑みの言葉に、背筋を甘い電流が駆け上った。

　その電流は下腹部にも伝わり、ペニスを強く反応させる。

「やっ、あ、……また克樹さんのおち×ちん、びくってしました。ぬるぬるのお汁もたくさん出てきましたし……」

　ねちゃり。ねちゃっ、ねちゃあっ。

　麻友の足裏を透明な液体が穢し、糸を張る。先走りの液体は亀頭に塗まぶされるだけでなく、陰茎にも塗り込められた。

　ねちゃっ、ねちゅっ、ぐちゅっ。

　濡れたストッキングの布地が粘膜のように陰茎へと張りつく。それはまるで性器に触れているかのようだ。濡れた布越しに押しつけられる足裏の肉もやわらかく、膣ひだのようで、強い力で陰茎をしごき上げた。

　時々力加減を間違えるのか、それともわざとなのか、ペニスが腹に当たるまで強く踏まれることもあった。

「……ふふ……っ」

　そのときの麻友はまるで魔女か淫魔のような淫靡いんびな笑みを浮かべていた。

　なおかつ麻友は、俺が言ったとおりにスカートをめくり上げたままだった。当然、ストッキングとショーツに包まれた恥丘も目に入ってくる。恥丘の肉は麻友が足を動かすたびにふにゃりふにゃりと形を変えていた。かわいらしく、いやらしい光景に俺は腰を震わせた。

「ここ、ですね……克樹さんの気持ちいいとこ……。ここからだと克樹さんの顔がよぉく見えるから、気持ちいいとこ全部わかっちゃうんですよ……[image: ]」

　どこか恍惚ともいえる表情を浮かべながら、麻友は俺のペニスを両足で愛撫し続けた。言葉のとおり、どうすれば俺が悦よいと思えるのか把握しているらしい。亀頭を指の腹でくすぐりながら裏筋を指の腹でしごいていた。かと思えば、陰茎を足の裏で挟み込み、ゆっくりとこすり上げたりもしていた。

　じれったい。

　だが、そのじれったさがいい。

　俺のすべてを理解している。

　俺のすべてを見透かしている。

　とろんと淫奔に揺れる麻友の瞳がそれを伝えてくる。

「うぁ、あ……っ、あぅ……麻友……っ」

「克樹さん……もうすぐ射精しそうなんですね……。おち×ちん、びくびくってしてますし、さっきよりずっとガチガチです……私の足でこんなに硬くしちゃうなんて、本当に克樹さんてばえっちですけべでわがままな変態さんなんですから……っ！　えいっ！」

　ずりゅっ、ずりゅりゅっ！

　麻友の両足が陰茎を強くこすり上げた。根本からカリ首までを一気に押し揉みほぐすような動きに、熱が昂ぶっていく。

「あ、あ、あ……っ」

　思わず声をこぼした俺を見て、麻友はにんまりと笑みを浮かべた。追い上げとばかりに麻友の親指が鈴口の上で小刻みに回転した。

　くちゅっ、くちゅちゅっ[image: ]

　尿意をうながすようなその刺激に俺はもう耐えることはできなかった。

「…………っ！」

　俺は息を呑む。

　どくっ、どくっ、びゅるるっ！

　白濁とした粘液が黒ストッキングを穿いた麻友の足にべたりとまとわりつく。

　びゅるっ、びゅるるるっ、ぽたたっ。

　最後まで吐き出された精液は麻友の五指を、足裏を、かかとまでもを穢しつくした。

「うわぁ……わぁあ……っ」

　まるで自分が射精したあとのような悦楽の表情を浮かべながら、麻友は足裏をねちゃりとこすり合わせた。白い粘液が麻友の足と足のあいだで糸を張った。

　その光景に俺は息を呑むが、直後に冷静さを取り戻す。

「……おい、いいのか？」

「…………っは！　よ、よくありません！」

　俺が声をかけると麻友は我に返り、自分の足の有り様を眺めた。

「うわぁ……よくもこんなに出してくれましたね……。べとべとじゃないですか……。私、本当に嫌だったんですけど」

「でもおまえ、途中からわりとノリノリだったじゃないか」

「そ、そんなことありません！　へ、へんな言いがかり、つけないでください！」

　麻友はぷいっと顔を横に背けて、唇をとがらせた。

「もう！　私のストッキングこんなに汚しちゃって……洗濯しなきゃいけなくなったじゃないですかっ」

「あぁ……まぁ、悪かった」

　途中からは自分から汚していたような気もするが。

「せ、洗濯しなきゃいけないから今日の晩ごはんは作りませんからねっ」

「いいよ。今日は俺が弁当買ってくる」

　俺は射精し終わったペニスをズボンの中へと押し込め、立ち上がった。

　そんな俺のシャツを麻友はくいっと引っぱった。

「……私のぶんはカツ重ですからね。デザートにケーキも買ってこないと嫌です」

「ああ！」

　俺は力強くうなずいた。




　アパートを出た俺はスキップをしながら近所にある弁当屋に向かった。今夜は真冬のように風が冷たかったが、そんなこと気にならないくらい俺の胸は弾んでいた。

　麻友が嫌がりながらも黒ストッキングで足コキしてくれたことはいままで抱えていた悶々を吹き飛ばしてくれるくらいに気持ちよかった。

　しばらくはしてくれないと思うが、機会があったらまた頼みたい。

　本当によかった黒ストッキング……！




　俺は本当に上機嫌で、黒ストッキングのことしか頭になかった。

　信号のない横断歩道で左右を確認することさえしなかった。

　俺は直前で気がつく。軽トラックのライトが俺を照らし出しながら突っ込んでくることに。

　ブレーキは、間に合わない。

　あー、もしかして俺ってばこのまま異世界に行っちゃったりするのかなー、麻友に弁当渡せないなー、なんてバカなことを考えながら、俺の身体は大きく跳ね飛ばされた。




　そして意識は暗転した。






◆４月、２週目





　麻友にとって比良克樹という人物を表わすなら、大樹のような存在だ。

　暑い日差しや吹き荒れる大風から守ってくれて、寄り添うだけで安らぎと支えを与えてくれる。

　時には手間暇をかけて剪定せんていしたり、小まめに水を与えたり、世話をしなければいずれは枯れ果ててしまうような弱さもあるが、それもまた大切に思っているからこそ愛おしい。

　兄のような人物であり、恋人のような人物であり、もっと深く、夫のような人物でもある。

　望むことは数あるが、もっとも望ましいことは──変わらずそばにいてくれること。

　それが麻友の願いだった──。
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　白い天井。白いシーツ。鼻腔をわずかに刺激する消毒薬の香り。

　ここは病院の個室だ。

　部屋の外からは患者か看護師のものと思える足音と、なにかの器具を運ぶ音がする。

　振り向くことなく麻友はただ一点、ベッドに横たわる克樹を見続けた。

　克樹は瞼まぶたを閉じ、穏やかに呼吸を繰り返していた。いまはただ眠っているだけだと医者は言った。なにもなければいずれは目覚めるはずだと。

　先ほど看護師が替えた包帯にはもうほとんど血はついておらず、ちらりと見えたかさぶたは小さい。軽症だという証だ。

　それでも不安なのだ。このまま目覚めることがなかったらどうしようと。

　ときどき鳴る心電図のモニターのアラームにびくりと震え、そのたびに訪室した看護師が何事もなく消すことで安堵のため息をつく。




　……同じような思いをかつて抱いていたことを思い出す。




　それは去年の夏が終わった頃。

　母親の恋人に犯されようとしたとき、部屋に克樹が飛び込んできて助けてくれた。激昂した母親の恋人はそばにあった椅子を振り上げ襲いかかってきた。その暴行から守るために克樹は麻友を抱きしめかばってくれた。

　結局、その直後に警察官が突入してきたおかげで助かったが、克樹は意識を失い病院に運ばれた。

　そのときも麻友はこうして目覚めない克樹の顔をじっと見ていた。

　以前は病院の隣にあった花屋で花を買ってきたものだ。いい匂いのものでも枕元に飾れば早く目覚めるのではないかと思い。

　今日も花を買ってこようかと椅子から立ち上がりかけた瞬間。

「……う、うぅ……」

　眠り続けていた克樹は小さくうめき声をこぼし、ゆっくりと目を開いた。

「克樹さんっ！」

　麻友は克樹のそばに駆け寄り、顔を覗き込んだ。克樹は目をゆっくりと開き、まばたきを繰り返した。そして口を開いた。

「……ここは、天国か？」

「もう、なに言ってるんですか、病院ですよ、病院。携帯にいきなり連絡が入ったんですよ、克樹さんが車に跳ねられたって。私、びっくりしました。ひと晩中眠っていたんですよ、克樹さん」

　麻友はほほ笑みかけながら克樹の手に自分の手を重ねた。

「やっぱり天国だ」

　克樹は上半身を起こすと麻友の手を両手で握り返し、麻友の瞳を見つめた。

「だって、ここにこんなに美しい天使がいるから」

「え、あのその、天使って……わ、私のこと言ってるんですか？」

「もちろんだ。麻友こそ俺の天使、いや、女神だと言っても過言じゃない。この白魚のような手、黒檀のような艶やかな髪……。美しいよ、麻友」

　克樹は麻友の手をおとぎ話に出てくる王子のようにうやうやしく持ち上げると、その手の甲にキスを落とした。

「な、な、な、なに言ってるんですか！　こっちは本当に心配したんですよ!?　そ、そんな冗談やめてくださいっ」

「そうか、そんなに心配してくれたのか……悪かった」

　麻友の手を握りしめていた克樹は、今度は麻友の細身の身体を強く抱きしめた。

「心細い思いをさせてごめんな。もう麻友を心配させるようなことしない。俺は麻友のそばにいる。麻友を──守り続ける」

　胸に麻友をかき抱き、頭を優しく撫で、克樹は麻友の耳にささやいた。

「ふぁっ、ふああああああぁぁっ!?」

　麻友は克樹の腕の中でわたわたとあわて、顔を耳まで真っ赤に染めた。

「そっ、そうだっ！　克樹さんが起きたらナースコールでお知らせするようにって言われてたんですっ！　か、看護師さん呼びますから、離れてくださいぃっ」

「……そうか。もう少し麻友を抱きしめていたかったんだが、しょうがないな」

　克樹は麻友を抱きしめていた腕を解放すると、麻友の髪をひと房手に取り、愛おしそうにキスを落とした。

「…………っ」

　麻友は克樹から半歩ほどあとずさり、克樹の顔を眺めた。

　ベッドに座っている克樹は麻友の顔をきょとんと見つめ返した。が、その直後に優しくほほ笑んだ。

　冗談や演技でやっているふうではない。そもそも事故から目覚めてすぐに麻友をからかうなんて考えにくい。

　これは明らかに……おかしくなっている。

「ふええええっ、克樹さんがおかしいですううううっ！」

　麻友は半ば涙目になりながらナースコールのボタンを頼るように押した。
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　目覚めた克樹はいくつかの検査を受けた。

　その結果はすべて異常なし。腕や脚にすり傷ができているが、それもまたひどいものではないと。

「というわけで、検査で異常は見られませんでした。２～３日は念のため安静にしておいてください」

「う、嘘です！　もう１回検査してください！　絶対異常がありますから！　克樹さん、おかしいんですよ！」

　付き添いで克樹と一緒に診察室に入った麻友は、医者の言葉に食い下がった。

「おかしい、というとどんなふうにですか？」

　真剣な眼差しで麻友に問いかける医者。

　麻友は視線をわずかに逸らし、頬を赤らめながらも口を開いた。

「ま、前は言わなかったことを言うっていうか……その、性格が変わっているような感じなんです！」

「性格が……記憶障害を起こしている、というような様子でしょうか？」

「記憶障害……い、いえ。そういう感じではないと思います、たぶん」

　克樹が目覚めてからそれほど時間は過ぎていないが、なにかを忘れているというふうではない。あいかわらず麻友のことを天使だの女神だの言っているが。

「そうですね……。性格が変わる、ということはありえないわけではありません」

「や、やっぱり……！　な、治るんですかっ!?」

「一時的なものか、永久的なものかは断言できません。ですが、大きな異常がない以上、一時的なものの可能性が高いです。記憶障害と同じく、知った場所に行ったり、知り合いに会うことで本来の性格を思い出す可能性もあります」

「そ、そうですか……」

「しばらく通院は続けてください。なにか変わったことがありましたら、すぐに病院で診察を受けてください」

「……はい」

　医者の話を聞いたあと克樹と麻友は診察室を出て、看護師と一緒に退院の手続きを踏んだ。そのあいだ、克樹は特におかしな様子を見せることはなかった。医者と話していたときも黙って話を聞き続けていた。

（もしかしたらもう大丈夫なんじゃないでしょうか）

　天使だのなんだの言っていたのは一時的な記憶の混乱のようなもので、もう治まっているかもしれない、麻友はそう考えた。

　個室には麻友が持ってきた荷物があった。克樹が事故に遭ったと聞いてすぐに駆けつけなければと思ったので、持ってきている量は少なかった。

「克樹さん、帰ります、よ……ひゃうっ!?」

　着替えやタオルなどを詰め込んだバッグを麻友が持ち上げると、克樹は麻友をうしろから抱きしめた。麻友は思わずバッグを取り落としてしまった。

「すまない、心配かけて……。でも俺はもう大丈夫だ。きみの愛らしい胸を痛める必要はないよ」

「そ、そんなことするから逆に心配なんじゃないですかぁ……」

「俺は麻友にとってひどいことをしてるか？」

　不安げな顔をしながら克樹は麻友の顔を覗き込む。

「い、いえ……ひどいことなんて全然してませんけども……」

「それならいいんだ。麻友、愛してるよ」

　以前の克樹だったら面と向かって口にすることはなかった言葉。

　素直に喜ぶべきか、病状を心配するべきか麻友にはわからなかった。

「じゃあ、帰るか。荷物は俺が持つよ」

　麻友が落としたバッグを拾い上げ、克樹はほほ笑んだ。




　それからふたりでバスに乗り、アパートへと戻った。そのあいだも克樹は麻友の手をずっと握りしめていた。麻友は恥ずかしさのあまりずっとうつむいていた。

「あ、会社……連絡しないと」

　アパートに戻ると不意に思い出したのか、克樹はつぶやいた。

「会社のことなら大丈夫です。私が連絡しておきましたから」

「さすがだな、麻友。気配りも完璧だ。麻友のためにも明日からはちゃんと会社に行くよ」

「だ、ダメです！　２～３日は安静にするようにってお医者さんも言ってたじゃないですか！」

「全然大丈夫なんだけどな。麻友がそう言うならそうするよ。麻友も俺の看病で疲れただろう？　お茶でも淹いれるから座って待っていてくれ」

　克樹は麻友の手を引っぱり、ちゃぶ台の前に座らせると、キッチンでお茶を淹れ始めた。いつもならば自分で茶を淹れるくらいならコンビニで買ってくるか水道水で済ませるはずなのに。

　やっぱりおかしい。しかもまだ治っていない。

　麻友は唾液をこくんと飲み込むと、使い慣れてきた携帯電話のボタンを押して、ある番号へと発信した。

「も、もしもしっ」

『もしもしー。麻友ちゃん、どったのー？』

　電話の向こう側から聞こえるのは、克樹の元同僚である本田ほんだの声だった。

「本田さん、あの、いま時間大丈夫ですかっ」

『うん、いまちょうど休憩中だから大丈夫だよー。なにかあったの？』

「あの、じつは……克樹さんが交通事故に遭ってしまって」

『えっ!?　事故っ！　大丈夫？　大怪我だったりするの？』

「い、いえ、検査でも異常はなくかすり傷くらいで……で、でも、克樹さんおかしくなっちゃったんですっ」

『おかしく？　どんなふうに？』

　などと、電話向こうで本田が首を傾げた直後だ。

「麻友。麻友のために愛を込めたマジカルティーが入ったぞ。俺の愛をじっくり味わってくれ」

　克樹がちゃぶ台の上に麻友用のマグカップを置いたのは。克樹の声が聞こえたのか、電話向こうから『ぶほっ』と本田が噴き出す気配がした。

『……なんかよくわかんないけど本当におかしくなっちゃってるみたいね？』

「は、はい。それで記憶障害と同じく、知り合いの顔を見れば落ち着く可能性もあるらしいと……」

『わかった。仕事終わったらすぐ行くから、待ってて』

　そう告げて、電話は切れた。

　麻友はため息をついて電話を膝の上に置いた。

「どうしたんだ、麻友？」

　克樹はただ麻友を優しく見つめてくるだけだった。
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　それから数時間後、本田は克樹のアパートへとやってきた。

「事故ったって聞いたんだけど大丈夫？　生きてる？」

「生きてますよ。見ればわかるでしょ」

　克樹は肩をすくめながら本田に答えた。

「いやー、もしかしたら幽霊になっちゃったんじゃないかって思ってー。そしたらおもしろい心霊写真でも撮れないかなーって。写真撮っちゃう撮っちゃう～？」

「こんなはっきりした存在の幽霊がいるわけないでしょう。というか、そんなくだらないこと言うためにうちに来たんですか、本田さん」

　克樹は呆れたため息を吐いた。

　本田に対する克樹の態度は以前と変わる様子はない、少なくとも麻友にはそう見える。

「えー、いいじゃない、お見舞いのケーキも買ってきたんだしさ。……で」

　本田はケーキが入っているらしい白い箱をちゃぶ台の上に置き、正面に座る克樹の顔をじ、と見つめた。

「それで、どうして比良くんはずっと麻友ちゃんの手を握ってるわけ？」

　本田が指摘するとおり、克樹は隣に座る麻友の手にずっと指を絡めていた。

　真面目な顔で克樹は答えた。

「麻友が俺にとっての天使だからです」

「ぷっ」

　克樹の言葉に本田は思わず噴き出した。

「なんでそこで噴き出すんですか。……はっ！　前に本田さん、麻友のお姉ちゃんになろうとしてましたよね！　あげませんよ！　俺は麻友の恋人であると同時にお兄ちゃんでもあるんですからね！」

「うひゃひゃひゃひゃひゃ！」

　麻友をかばうように抱きしめる克樹に本田は素直に爆笑した。

「かっ、克樹さんっ！　なに言ってるんですかっ!?」

「さぁ、麻友。俺のことお兄ちゃんって呼んでみろ」

「ほ、本田さんの前でそんなの嫌ですよぉ」

「嫌なのか？　わかった、俺が弟でもいい！　麻友お姉ちゃん！」

「なおさら嫌です！」

　麻友が克樹を押し返すと、克樹はしょんぼりと肩を落とした。まるで叱られた大型犬のようだ。

「麻友……ごめんな、きみの嫌がることをしてしまって」

「い、いえっ、その……さすがに人前でされるのは私も恥ずかしくて……」

　麻友は落ち込んでしまった克樹をうろたえながらもなだめた。

　そんなふたりを眺め、本田はなにかを察したかのようにこくこくとうなずいた。

「なーるほどなるほどー、状況はわかったよ。……麻友ちゃん、私とちょっと外でお話しようか」

「ええ、そうですね」

　麻友はすくっと立ち上がり、本田と一緒にアパートの玄関へと足を向けた。

「ま、麻友っ!?　俺より本田さんを選ぶのかっ!?　俺が悪かった、だから……！」

「もう！　そういうわけじゃありません！　克樹さんはおとなしく留守番していてくださいっ！」

　麻友は追いすがるように叫ぶ克樹に怒鳴りつけると、本田と一緒にアパートの外へと出ていった。

　部屋から出たふたりはとりあえず近くにあるコンビニへと向かった。そしてコンビニで適当にペットボトルの紅茶を買い、駐車場を囲む低いブロックに腰かけた。

「比良くん、やっぱりおかしくなってるみたいだねー。お医者さんはなんて？」

「……一時的なものか永久的なものかはわからないそうです。検査で異常がないので、一時的なものの可能性が高いそうですが」

　ペットボトルを両手で持ち、顔をうつむかせながら麻友はつぶやいた。

「比良くん、新しく会社に入ったんだよね。いまはどうしてる？」

「今日は休みをいただいています。お医者さんは２～３日安静にするようにおっしゃってたので、そうさせようと思ってます」

「そうだね、それがいいね。……でも克樹くん、麻友ちゃんに対してはおかしくなってるけど、特に私に対して変わってるわけじゃなかったよね。ほかの人に対してもそう？」

「……そうですね。病院にいるときもお医者さんや看護師さん相手には普通に会話していました」

　思い返してみればそうだ。

　麻友に対することや、麻友に関することだけ以前と変わっているだけで、ほかの人間に対してなにかおかしな素振りを見せることはなかった。

「ということはさ、このまま戻らなくても、比良くん普通に仕事はできるってことだよね」

「そう、ですけど……」

　麻友は歯切れの悪い返事をした。

　よく考えてみれば問題のないことなのだ。すべての人に対して暴力的な行動を取っているというわけではない。ただ麻友に対して過剰な愛情表現をするようになっただけ。

「もしさ、比良くんがこのまま戻らなかったとしたらどうする？」

「そ、そんなの決まってます！　私は誓ったんです、克樹さんとともに歩み続けることを……」

　麻友は自分の左手を右手でそっと押さえた。その左手の薬指では誓いの指輪が変わらず輝いていた。家事や風呂に入るとき以外は常に身につけているものだ。

「そういうことだよ。変わってしまった克樹くんを麻友ちゃんが受け入れるか受け入れられないか、問題はそこなんじゃないかな」

「私が……」

　左手を自分の胸に押し当て、麻友は考え込んだ。

　本田は立ち上がるとわずかに顔をうつむかせている麻友の正面に立った。

「とりあえず今日は私、このまま帰るね。力になれそうになくてごめんね」

「いえ、話し相手になってくれてありがとうございます」

「それじゃ、比良くんによろしく。またいつか遊ぼーね」

「はい」

　本田は軽く手を振り、麻友の前から立ち去った。麻友は小さくため息を吐き、立ち上がった。そしてコンビニから再び克樹のアパートへと向かった。

（私が受け入れるか受け入れないか……）

　病めるときも、健やかなるときも、富めるときも、貧しきときも。

　常にともに歩み続けることを、あのとき誓った。

　どんなときも克樹を守り続けると克樹の父親にも宣言したのだ。

　……まさかこんなことになるとは予想もしていなかったが。

　嫌われて、もうそばにもいたくないと拒絶されているならともかく、愛情表現がやや過剰になっているだけなのだ。それに、医者は一時的なものの可能性が高いと言っていた。

（どんなになっても、克樹さんは克樹さんなんですからね）

　克樹の違う一面を垣間見ているだけだと思えばさほどの問題ではない、麻友はそう考えながらアパートの階段を上り、ドアを開けた。

「お帰り、麻友」

　キッチンに入ると、克樹は自らが放置していた丸めたティッシュを拾い上げ、ゴミ袋に放り込んでいた。

「か、か、克樹さんがお片づけしています……！」

　いままでは口を酸っぱくして言うことでようやく動いてくれていたのに。

「散らかしっぱなしになっているのよくないっていつも麻友も言ってるしな。ところで本田さんは？」

「あ、今日はもう帰られました」

「そうか。ケーキ持ってきてくれたから一緒に食べようと思ってたんだが……じゃあ、もう少ししたらふたりで食べようか。麻友は座って待っててくれ」

　克樹はそう言いながら床に投げ捨てていたままのアダルト漫画雑誌を手に取った。

「こういうのを麻友の見えるところに置いておくのもよくないな。セクハラだよ」

「そ、そんなことないですよ……お仕事に必要なことですし……」

　じつをいうなら、麻友は克樹がいないあいだにこっそり読んだりしていた。巨乳のヒロインばかりが出てくるのは少々腹が立つが、読んでいると胸がドキドキして顔が熱くなる。いつか克樹も漫画の主人公のように強引に迫ってきてくれるのではとか、ヒロインと同じようなことをすれば克樹が喜ぶのではとか、考えたりする。

「いままで俺は麻友にひどいことをしてきた。料理中に胸を触ったり、スカートめくったり……非常識すぎる行為だ。謝っても謝りきれない」

「そ、そうですね。まったくもって非常識でした」

　謝られるのはうれしいが、正直な気持ち、この状態で謝られて素直に喜べるところではない。

「こんなことは軽々しくすることじゃないよ。性行為というものはもっと真面目に考えなきゃいけないことだ。麻友……俺はきみを大切に思ってる」

　克樹は麻友の肩に両手を置き、まっすぐに見つめてきた。その瞳はガラス玉のように澄みきっており、真摯しんしに麻友のことを考えているということが伝わってきた。

「克樹さん……」

　いまの克樹はいつもと違うとわかっているはずなのに、麻友の胸はとくんと高鳴った。

「もう麻友にえっちなことなんてしない。セックスも簡単にするのはやめよう。ちゃんと籍を入れて、子供を作るときだけにするんだ」

　にこりと笑いかけながら克樹は宣言した。

（えええええええええええええええええっっっ!?）

　麻友は心の中で叫ぶことしかできなかった。





◆






　次の日、克樹は会社を休んだ。

　正確には行きたがっていた克樹を麻友が休ませたのだが。

「麻友と離れるのはさみしいが……学校にはちゃんと行かないといけないからな。麻友、いってらっしゃい」

　克樹がそう言って麻友の頬にキスをするものだから、麻友は知らず知らずのうちに顔を赤らめてしまった。

　麻友は克樹をひとりアパートに残し、短大へと向かった。

　いつものように講義を受けている最中も克樹のことが気になってしまい、ノートを取ることを忘れそうになるくらいだった。

　講義が終わった麻友はまっすぐに克樹のいるアパートへと戻った。

「た、ただいま……」

　ドアを開けた途端、胃を刺激するおいしそうな匂いがふわりと漂ってきた。

「か、克樹さん……？」

　キッチンに入ると。

「やぁ、お姫様が戻られたようだ」

　エプロンをつけた克樹が麻友を出迎えた。

「こ、これは……っ！」

　キッチンを見渡した麻友は言葉を失った。

　誰に見せても恥ずかしくないくらいにきれいに整理整頓されていた。いままで脱ぎかけの靴下やら、アダルト雑誌、使ったティッシュペーパーが放置されていたのに、それも見当たらない。

　なにかで磨いたのか、ソファベッドやちゃぶ台の汚れも落ちていて、テレビやカーテンレールに積もっていた埃も消え失せていた。

　麻友が掃除するよりも丁寧に掃除されていた。

　それだけじゃない、キッチンのコンロの上ではコトコトと鍋が煮えていた。

「暇だったからね、掃除してお姫様のためにディナーを用意していたよ」

「か、克樹さんが自分から掃除までしたうえに料理まで作るなんて……！」

　以前、おしゃれなうちカフェを頼んだときは、途中からレシピを無視して、ぼそぼその塊が残るカルボナーラのようなものができた。それ以降、克樹が自分から料理をすることはなかった。

「安心してくれ。ちゃんとレシピどおりに作ったからな。でも、麻友の口に合わなかったらごめんな。じゃあ、最後の仕上げをするから座って待っていてくれないか？」

　克樹は麻友をちゃぶ台の前へと座らせ、グラタン皿をふたつオーブンレンジの中に入れた。

　しばらくすると香ばしい匂いが漂ってきた。決められた時間になったことを無機質なタイマー音が知らせ、克樹はオーブンレンジから焼きたてのグラタン皿を取り出した。

「ほら、できたぞ」

「わ、わぁあ……」

　麻友は思わず感嘆の声を上げた。

　ちゃぶ台の上に並ぶのは狐色の焦げ目がつくハンバーグドリア、優しい匂いの漂うポタージュスープ。それにサラダとパンだった。まるで本当にどこかのカフェかレストランに来たようだ。

「熱いから火傷しないように食べてくれ。俺のせいで麻友の可憐な唇を傷つけたくない」

「は、はい……」

　スプーンでハンバーグドリアをすくい取り、麻友はふーふーと息を吹きかけた。そしてゆっくりと口に運んだ。

「お、おいしい……！　すごくおいしいです……！」

　それは嘘やお世辞ではなかった。

　以前に作られたカルボナーラはできたてを食べることができなかったとはいえ、そもそもレシピを無視して作られたものだった。だから正直にいえばあまりおいしいものではなかった。

　しかし麻友が口にしたハンバーグドリアはチーズと肉、ホワイトソースの味が絶妙に絡み合っていて美味だった。とても丁寧に作られたことはひと口食べただけでわかった。

「よかった。麻友が喜んでくれて。頑張った甲斐があったよ。いつも麻友に作ってもらってばかりだからな。お礼にもならないかもしれないけど、味わってくれればうれしいよ」

　麻友の向かい側に座り、克樹はにこりとほほ笑んだ。

　その優しい笑みに麻友は思わず見惚れてしまう。

（克樹さん……なんだか本当に少女漫画に出てくるヒーローになったみたいです……）

　ぼんやりとしてしまった麻友だがハッと我に返った。

（って、いまの克樹さんは普通じゃないんですからね！　うっとりなんてしてたら、克樹さんが元に戻ったときにがっかりしちゃうんですからね！）

　そうだ、自分の好きな克樹は本来だらしなく、自分で料理をすることなんてほとんどない人間なのだから。

　いまの克樹はひと時の幻のようなものだ。

「麻友？　どうしたんだ？」

　考え込んだ麻友の顔を克樹は心配そうに覗き込んだ。

「い、いえ、なんでもありません！　ハンバーグドリアがおいしすぎて、ちょっとぼんやりしてしまいました」

「はは、そう言ってくれてうれしいよ。そうだ、デザートにプリンも作っているんだ」

「て、手作りのプリン……！　克樹さんが……！」

　まさかちゃんとおいしいディナーだけでなくデザートまで振る舞われる日が来るとは思わなかった。

（ま、まぁ、王子様みたいな克樹さんに頼るのもたまにはいいかもしれませんね）

　スープの入ったカップに口をつけながら麻友はそう考えた。




　突然振る舞われたおしゃれなディナーも終わると、克樹は自分からあと片づけをした。いつも麻友に世話になってるぶん自分がすると克樹は言い出し、麻友は素直に従った。風呂の掃除も終わっていて、麻友がすることはなにもなかった。

　克樹はいつも世話になっているからと風呂上がりの麻友の肩を揉んだ。麻友はなされるがままにうっとりと身体を任せていた。




「おっと、そろそろ寝たほうがいいな。麻友は明日も学校なんだし。それじゃ、おやすみ、麻友」

　克樹は麻友の額にキスを落とし、麻友はほんのりと顔を赤らめた。

「そ、そうですね……お、おやすみなさい、克樹さん」

　わたわたと慌てながらお辞儀をして麻友は自分の部屋になっている和室へ戻った。

　布団に潜り、仰向けになって薄暗闇の中で天井を見つめた。

（王子様みたいな克樹さんもいいですね……でも……）

　普段味わえない満足感と、少しの引っかかりを覚えながら麻友はまぶたを閉じた。




　翌日になり、麻友はいつものように短大に向かった。念のために引き続き会社を休んでいる克樹は出かけに麻友の頬にキスをした。

　麻友が戻ってくると、きんぴらごぼうや魚の煮つけ、きゅうりの酢の物に味噌汁と、見事な和食ができあがっていた。そのどれもが丁寧に作られていて美味だった。手間暇をかけたことは充分に伝わってきた。

　昨日と同じように風呂の掃除までしてくれていて、麻友がすることはなにもなかった。

「おやすみ、麻友。いい夢を見る眠り姫になれるおまじないだよ」

　就寝の間際に克樹は麻友の額にキスを落とした。

「……あ……」

　唇がほんの少しかすめた直後に麻友は思わず声を上げた。

「どうしたんだ、麻友？」

「い、いえ……なんでもありません。それではおやすみなさい」

　麻友は克樹に軽く頭を下げると和室に入り、布団に潜り込んだ。

　天井を見つめながら麻友は考え込む。

（……そういえば、ずっとキスだけですね）

　胸を触られることもスカートをめくられることもない。いきなり太ももに頬ずりされることもないし、風呂に入った直後にパジャマ姿のまま抱きしめられ、そのままセックスになだれ込むこともない。

　キスだって手や額、頬にはしてくれるのに肝心の唇には触れてくれない。

　声が出てしまったのも、名残惜しさを感じたからだ。

（私……克樹さんにもっと触れてもらいたい……）

　だが、それを望んでもいまの克樹では叶えてくれない。

　胸を触られるのも、スカートをめくられるのも、心の底から嫌だったわけではない。

　ともに歩むと誓った克樹だからこそ、他人に対する上手な甘え方を知らない克樹だからこそ、許してきたことだ。

　……甘えられるのは、嫌いじゃなかった。

（もしかしたら明日には元に戻ってるかもしれませんしね）

　これはひと時の幻。泡沫の夢。

　もしも明日にでも元の性格に戻っているのなら、思いきりからかってあげよう。

　麻友はまぶたを閉じ、眠りに落ちた。






◆４月、３週目





「それじゃ、麻友。俺は先に会社に行ってくるから」

　克樹が事故に遭って１週間ほどが過ぎた。

　３日ばかりは安静のために休んでいたが、特に身体的異常もなく、怪我もそんなにひどいものではないということから通勤を再開している。

　……身体的異常はないのだが。

「お姫様も気をつけて学校に行くんだよ。途中で悪い狼に引っかからないようにしてくれ。遠くにいても、俺はいつも麻友のことを想っているから……だから、忘れないでくれ」

　克樹は玄関先で麻友を抱きしめ、耳にささやいた。

　それだけでも麻友の胸は高鳴ってしまうが、それよりももっと欲しているものが胸の奥にある。

「あ、あのっ、克樹さん……」

「行ってくるよ、麻友」

　頬に触れるだけのキスをして、克樹は玄関のドアを開けて出ていってしまった。

「…………」

　麻友は触れられなかったはずの唇を名残惜しそうに指でなぞった。




　あれから、克樹の性格が元に戻るということはなかった。あいかわらず麻友に対して天使だの、お姫様だの甘い言葉をささやいている。さらに自分から部屋を片づけたり、麻友の家事を手伝ったりしてくれている。

　それに宣言したとおり、麻友にえっちなことをすることはなかった。

　ただ麻友を抱きしめ、手や頬にキスをするだけだ。胸を触られることもスカートをめくられることもなくなった。当然、それ以上に身体を重ねることも。

（お医者さんは一時的なものの可能性が高いとおっしゃってましたが……）

　一時的とは言うが、それがいつまでのことなのかはわからない。明日には戻るのか、それともひと月はかかるのか。

　そもそも一時的なものの可能性が高い、というだけで一時的なものではない可能性もあるのだ。もしかしたらこのまま永遠に克樹の性格は戻らないかもしれない。

　いまの克樹が嫌だというわけではない。

　克樹は昔と変わらず麻友のことを愛してくれている。ただその愛情表現が変わってしまっただけだ。

　どんなに変わってしまっても克樹は克樹だ。その事実は揺るがない。

（嫌じゃないんですけど……でも……）

　以前のようにもっと触れられたい。

　唇に、胸に、腹に、足に──大切な秘所に。

　かすめるだけのキスでは物足りない。

「…………っ」

　は、と熱いため息を麻友はこぼした。




　克樹は会社へと向かい、麻友は短大へと向かった。

　そして講義を受けた麻友は買い物をして、克樹よりも先にアパートへと戻った。

　克樹が帰ってくるのをそわそわと待っていると、玄関のドアがカチャリと開く気配がした。

「かーつきさんっ[image: ]　お帰りなさいっ」

　玄関からキッチンへと入ってきた克樹に麻友は抱きついた。

「ただいま、麻友。やっと会えてうれしいよ。ずっと麻友のことを考えていた」

　克樹は麻友を抱きしめ返しながらその頭を優しく撫でつけた。

　優しい克樹の笑みに、麻友は思わず顔を赤らめ、つい、と視線を逸らした。

「ほ、ほんの少し離れていただけじゃないですか……」

　恥ずかしそうにつぶやく麻友だったが、その直後に思い出す。

　照れているばかりでは本来の目的が達せられない。

「じゃなくてっ！　わ、私もうれしいです。んー」

　麻友は目を閉じ、唇を軽く突き出した。

　そんな麻友の前髪を克樹は手でかき上げ、額にキスを落とした。その小さなキスだけでもうれしいが、やはり物足りない。キスをされるたびにどくんと身体の奥深くがうずいてしまう。

「そ、そうじゃなくてですね、キスするならもっと別の箇所があるんじゃないんですか？」

「別の箇所？」

「ほら、たとえば、ここ、とか……」

　麻友は自分の唇を人差し指で指し示した。

「唇へのキスは誓いのキスだ。そう簡単にするものじゃないよ、お姫様。ところで今日の夕飯はどうする？　俺が作ろうか？」

「い、いえ、買い物もしてきましたし、私が作ります……」

「そうか、じゃあ手伝うよ。なにからすればいい？」

　上着を脱いでハンガーにかけながら克樹は麻友に問いかける。




　──もっと、触れてほしいんです。もっと……奥深くに。




　その言葉を口にすることができずに麻友は唇を噛みしめた。





◆






『変わってしまった克樹くんを麻友ちゃんが受け入れるか受け入れられないか、問題はそこなんじゃないかな』

　本田はそう言っていた。

　克樹は克樹だ。どんなに変わったとしても。その事実は揺るがない。




　……でもそれは本当に本当だろうか。




　克樹は麻友を愛してくれている。麻友の理想の男になろうとしている。麻友を大事にしようとしてくれている。

　その想いが届きそうで届かない。

　克樹の想いが届かないのは、麻友の気持ちが克樹に届いていないからだ。

　本当は、もっと触れ合いたい。

　じゃれ合い、からかい合いながら想いを深め合いたい。

　セックスだってしたい。

　そんな麻友の想いが届いていない。だからこそ、いまの克樹の優しさは麻友に届かず、空回りしている。




『麻友はいつもいい子ね』

「…………っ！」




　ふと思い出した“彼女”の言葉が胸を締めつける。

　彼女は──麻友の母親は自分の娘が誰なのかわからなくなった。正確には、人形を自分の娘だと思い込み、愛情を注いでいる。その想いは本当の娘である麻友には届かない。

　もしかしたら、このすれ違いの果てに克樹は、別の誰かを愛してしまうかもしれない。

　克樹という大樹を麻友は失ってしまうかもしれない。

　そんなのはもう嫌だ。

　離れたくない。

　この想いを伝えたい、わかってもらいたいのに、どうして……。

「わた、しは……」

　涙がぽろぽろとこぼれて、頭がかっかと熱くなって、胸の中の衝動を思いきり澄ました顔に叩きつけたくて、

　……そして小さな腹の虫が鳴いた。

「おなか、空きました」

　は、とため息をひとつつき、麻友は天井を仰いだ。





◆






　──それから。

「ほ、ほーら克樹さん。克樹さんの大好きな黒ストッキングですよー。また踏んであげましょうか？」

　際どい黒の下着と、ガーターベルトに黒ストッキングだけを身につけた麻友は克樹の前に立った。黒の下着は、以前克樹と一緒にランジェリーショップに行ったときに買ったものだ。そのときには「ちゃんと使えよ」といわれたものだが、こんなふうに使うことになるとは思わなかった。

　黒のブラジャーもショーツも布の大部分は薄手のものでできていて、ストッキングのように向こうの皮膚が透けて見えていた。隠されているのは乳首の周囲と淫唇の割れ目のみ。そんな恥ずかしい格好をしているせいで、自然と顔も赤く染まってしまう。

「麻友……」

　克樹は下着姿の麻友の肩に両手を置いた。

　期待に麻友はこくんと息を呑んだ。

「まだ春だからそんな格好してたら風邪ひくだろ？　それに下着姿だなんて部屋の中でもはしたないよ。いきなり誰かがやってきたら対応できないだろ」

　克樹は自分の着ていた上着を麻友の背中に被せ、優しくほほ笑んだ。




　下着姿がダメならば、と麻友は今度はコスプレ衣装を着ることにした。ディスカウントショップでレジに持っていたときは少し恥ずかしかったが、克樹を欲情させるためには仕方ない。

「お、お帰りなさいませ～、ご主人さま[image: ]」

　メイド服を着た麻友が帰ってきたばかりの克樹を出迎える。メイド服といってもロングスカートのシックなものではなく、コスプレ用のものだ。胸元はかなり大きく露出されて、スカートも短かった。麻友の胸が大きいものだったらかなり蠱惑こわく的なものになっただろうが、ないものをねだってもしょうがない。

「かわいい服だな。イメチェンしたのか、麻友？　でもいまは４月だから半袖はまだ早いと思うぞ」

　しかしコスプレまでしたというのに、克樹の反応はある種素っ気ないものだった。

「そ、そうじゃありませんっ！　ら、らぶらぶきゅーん[image: ]　……ど、どうですか……？」

　テレビで見たメイド喫茶のウェイトレスの真似をして、麻友は両手でハートの形を作ってみせた。しかし克樹は困ったような笑みを浮かべて首を傾げるだけだった。




　誘惑してもうまくいかない。

　以前の克樹だったらからかうようなことは言いつつも、なんだかんだで乗ってきてくれただろうに。




　もっと触れてもらいたい。もっと密に重なり合いたい。

　……もっと、気持ちいいことがしたい。




「克樹さん、克樹さん、克樹さん、克樹さん……！」

　麻友は克樹がいつも使っているソファベッドに横になり、毛布をぎゅうっと抱きしめた。少し煙草くさい克樹の匂いがする。まるで克樹に抱きしめられているかのようだ。

「……ふぁ……」

　手がシャツの下に挿し込まれ、ブラジャーを軽く押し上げた。そして指の先でささやかな乳肉の頂点にある桃色の乳首に触れる。

「ん、んぅ……っ」

　少し触れただけだというのにぴりっと電流のように走った。そのまま指の腹で乳首を転がしながら自分でも頼りない大きさだと思っている乳房を手のひらで揉みしだく。

『んー、もう少し揉んだら成長するかなー』

　克樹ならば、からかいながらも優しく、時には強引に触れてくれたはずだ。自分の手のひらは克樹に比べれば小さくて細くてやわらかい。物足りなさを感じて麻友は毛布に顔を埋めた。

「克樹、ひゃ……」

　もう片方の手は自分の脚に伸びた。膝の丸みから太ももまでを焦らすように指を這わせる。きっと克樹ならそうしてくれるはずだから。

　じわりじわりとくすぐることで熱が昂ぶる。胎内をきゅんきゅんと切なく締めつける。

　指が脚の付け根に触れた。

　ぞくっ、ぞくぞくっ。

　まだ直接触れていないというのに、淫唇がひくひくと震える。

「……ひゃう、う……」

　麻友は毛布を噛みしめ、ショーツ越しに指を淫唇へと這わせた。

　しっとりと、湿気を感じるほどにクロッチ部分は濡れていた。

『あー、もう濡らしてるんだー。麻友はいやらしい子だなぁー』

　心の中の克樹がささやく。本当は克樹はここにはいないはずなのに、こうして克樹のソファベッドに横になり、毛布を抱きしめているだけで、実際に腕に抱かれているような錯覚を抱く。

　いや、正確にはそんな錯覚を抱こうとしている。

　錯覚に、溺れたい。

「克樹さん、んぅ……っ」

　クロッチ部分を上下にこすり上げて、敏感なクリトリスを布越しに愛撫する。それだけで甘いしびれが下腹部を走り、淫唇をひくつかせた。

　くりゅりくりゅりと円を描くように撫でつければ、恥丘の肉が強張り、淫唇がきゅっと窄すぼまる。

「ん……ふぁ……」

　ひたすらに敏感な肉の芽を撫で続ければ、淫唇の孔から染み出た愛液がクロッチ部分をじんわりと濡らし始めた。

　もぞりと太ももをこすり合わせ、ショーツのクロッチをそっと指でずらした。

　足りない。こんな間接的な刺激じゃ全然足りない。

　愛液に濡れたクリトリスを指で挟み、上下にしごき上げた。まるでペニスを愛撫するかのように。

「あっ、んぅっ、ん……ふぁっ、あぅっ、んん……っ」

　すでに半ば硬く張り詰めつつあった淫核は、その刺激に痛々しいまでに充血し、小さくもピンと屹立きつりつして存在を主張した。

　その肉豆をこねくり回すよりも、もっと奥深くに触れたかった。

　触れて、もらいたかった。

「克樹、しゃ……私の中、触ってください……」

　毛布に顔を埋め、克樹の匂いを肺腑へと染み込ませながら、指を淫唇のさらに奥へと挿し込んだ。

　くちゅ、と水音を立てながら指は膣穴へとするりと飲み込まれる。

　指の侵入を阻むようなものはない。むしろさらなる質量を求めて膣壁が指に絡みつく。

「ふぁ、あ、あ、あ、あぁ……っ！」

　麻友は毛布を身体に押しつけながら、指の抽挿を繰り返した。

　ぬちゅっ、くちゅっ、ずちゅっ、ぐちっ。

　淫らな水音がキッチンに響き、耳朶じだにも届いた。

「克樹ふぁ、克樹さ……！」

　は、は、と呼吸を繰り返すたびに克樹の匂いが口腔に充満する。なのにここに克樹はいない。克樹の指は麻友の秘所に触れてくれない。

　イきたい。なのに、高みに昇り詰めることができない。

（私……克樹さんのおち×ちんが欲しいです……！）

　ずくん。胎内の奥深くが強く疼うずき、渇求していた。

　──欲しい。克樹のペニスが欲しくてたまらない。

「…………っ！」

　麻友は毛布と一緒に唇を噛みしめた。




「……ま、麻友？」




　突然、呼びかけられた。

　おそるおそる、麻友は顔を動かした。

　すぐそばには本物の克樹が立っていた。

　自慰に夢中になりすぎて、ドアが開けられたことにも、そばに立たれたことも気づかなかった。

「お、俺のベッドでなにやってるんだ……？」

　克樹は苦笑いを浮かべながらも麻友に問いかけた。動揺していることは目に見えて明らかだった。

「ぇえっと、そ、そうだな……」

　そばに立っている克樹があとずさる。このまま一度部屋から出て、見なかったことにするのかもしれない。いまの克樹ならそういう気遣いをする可能性もある。

「か……克樹さんっ!!」

　麻友はすばやく起き上がり、克樹の腰に抱きついた。

「うわっ」

　不意を突かれた克樹はその場に尻もちをついた。その克樹の腰にしがみつきながら麻友は、じ、と克樹を見上げた。その表情は無感情にも近かった。

「なにをやってるって見てわからないんですか？　オナニーですよ」

「お、オナニー……ま、麻友も大人のレディだからな、そういうこと、す、するよなっ」

「しますよ。ムラムラしますからね。克樹さんだってムラムラするんじゃないんですか？　克樹さんだってオナニーしますよね？」

「お、俺は隣に麻友がいるから……」

　いつまでも見つめてくる麻友の視線に耐えられないのか、克樹はついと顔を横に背けた。麻友は座った目をしながら言葉を続ける。

「してないんですか？　そうですよね、ここ数日はそんな感じですよね。それじゃ仕方ないですね、溜まってるんじゃないんですか？　すっきりさせてあげましょうね」

　麻友は克樹のズボンのチャックを下ろし、スリットの中からペニスを抜き出した。くたりと萎えて、勃起もしていない。

「ん、んむ……」

　ペニスを片手で支え、麻友はじっとりと舌を這わせた。根本からカリ首、裏筋から亀頭の先端まで、ゆっくりと、じっくりと。

　裏筋をくすぐれば、いつもの克樹ならすぐに海綿体を張り詰めさせ、勃起していたはずだ。

　なのに、克樹のペニスは力なく頭を落とすだけだ。

「んちゅっ、れろっ、んじゅうぅ……っ！」

　麻友は必死に克樹のペニスにしゃぶりついた。陰茎を食み、亀頭にじゅるじゅると吸いついた。だけど、克樹のペニスは萎えたままだ。

　おち×ちんが欲しいのに。

　このままじゃ、この胸の情欲の火はかき消えない。




　──克樹が、克樹自身が欲しくて欲しくて欲しくて、たまらない。




『麻友……麻友……っ』

　必死に自分を求めて腰を振ってくれる克樹の幻想が脳裏に浮かぶ。

　……だというのに。

「いけないよ、麻友、そんなことしたら。セックスは籍を入れてからって決めたじゃないか……」

　現実にいる克樹は麻友の行為を止めようと、麻友の頭に手を置く。




　ぷっっっつん。




　麻友の頭の中のなにかの糸が、とうとう切れた。

「だーかーら！　こんなにムラムラしちゃってるのは克樹さんのせいじゃないですかーっ！　いいかげん察しやがれ、このっ、朴念仁ぼくねんじんーーっっ!!」

　いきなり頭を上げた麻友は克樹へとぐいっと詰め寄った。

「うわわっ！　うぐっ!?」

　その勢いで克樹は思わずうしろにつんのめってしまった。

「あのですねぇ、そりゃ足コキとかすっごいドン引きしちゃいましたよ！　でも私だってえっちなことしたいんですよ！　ていうかえっちなことが気持ちいいって教えてくれたのは克樹さんじゃないですか！　うれしいことだって教えたのも克樹さんじゃないですか！　好きな人とひとつになるのがなんでそんなにいけないことなんですかーーっっ!!」

　全身全霊の想いを込めて麻友は克樹に怒鳴りつけた。

　克樹と触れ合いたい。

　もっと密に重なり合いたい。

　身体も心も。

　愛する人と触れ合うことがどうして悪いことにならなきゃいけないのか。

　その想いが、いま爆発した。

「……って、克樹さん……？」

　さんざん怒鳴りつけたあとに麻友は克樹の反応がないことに気づいた。

　よく見れば克樹は力なくうなだれていて、克樹の後頭部はちゃぶ台の端に頭を乗せるような姿勢になっていた。

　もしかしたら、麻友が詰め寄った瞬間に頭をぶつけたのかもしれない。

「かっ、克樹さん！　ご、ごめんなさいっ、私ったら思わず……！　だ、大丈夫ですかっ？　め、目を開けてくださいっ！」

　麻友は克樹の身体にしがみついた。

「う、うぅ……麻友……」

　直後、克樹の身体がぶるっと震え、片手が力なく上げられた。その手を麻友は必死になってつかんだ。克樹の目が薄く開き、麻友を見つめる。

「ま、麻友……さっきオナニーしてたんだろ……。俺の前で、もう一度オナニーしてく、れ……」

　そう言い残した克樹は目を閉じると、力なく頭と手をその場に落とした。

「克樹さん！　オナニーなら何度だってやってあげますから、だから目を覚ましてください！　克樹さん、克樹さん、克樹さん……っ！」

　麻友はひたすらに克樹の身体にしがみつき、泣き叫んだ。






◆４月、４週目





　俺が意識を失って麻友は動転していたが、すぐに救急車を呼んだらしい。

　再び目覚めたとき、俺は病院のベッドに横たわっていた。




「ここは……どこだ……？」

　目を開けると、いつもの部屋とは違う白い天井が見えた。どこか見覚えがある場所だな、どこだったか、と思い返す前に。

「克樹さんっ！　目を覚ましたんですねっ」

　そばにいた麻友が涙目で俺の顔を覗き込んできた。

「麻友、か……」

　いつもの麻友の姿。よく見慣れた姿。

　ぼんやりとする頭を振って、だるさの残る上半身をゆっくりと起こした。

　白いカーテン。キャリーつきのサイドデスク。ベッドを囲む大きな柵。鼻腔をわずかに刺激する消毒薬の香り。

「ここは病院、か……？」

　周囲を見渡し、状況を把握した俺は麻友に尋ねた。

　麻友はきょとんと俺を見つめ返した。

「天国とか言わないんですか？」

「おまえ、俺にそんなに死んでほしかったのか？」

「い、いえ、そういうわけじゃないんですけど……私のこと、天使とか、言いませんよね……？」

「天使……」

　思い返してみればそんなことを言っていたような……。

　正確にいえば、ここ２週間ほどのことはぼんやりとしか覚えてなくて、まるで違う自分を外から見ているような感じがしていた。

　だけど俺は確かに言った。……ような気がする。

　やけに麻友がキラキラ輝いて見えて、麻友のためならなんでもできるような気がしていて、麻友のために生まれ変わろうと思って……。

「うわっ、うわあああああっ!?　言った、俺言ったよ!?　ま、麻友のこと天使ってっ！　あ、あれはその……なんかおかしかったんだよ!!　俺が！」

「お、落ち着いてくださいっ、克樹さん！　ちゃんとわかっていますから！」

　いままでのことを思い出した俺はベッドの上で転がりたくなったが、それを麻友が押さえることでなんとか堪こらえた。

「あ、えっと……目を覚ましたらとりあえず看護師さんにお知らせするように言われてたんです。いまから呼びますね」

　と、麻友は枕元にあるナースコールのボタンを押した。




　そして俺はいろんな検査をひととおり受けることになった。検査の合間に病院の長椅子に座っていると、隣に座っている麻友がぎゅうっと手を握りしめてきた。

「お、おい……そんなに手をつなぐなよ、恥ずかしいだろ……」

「ふふ、恥ずかしいんですね、そうなんですね」

　俺が周囲の視線を気にしているというのに、麻友はそれがうれしいのか手をずっと握りしめ続けていた。




　結局、検査はどこも異常がなく、俺はすぐに退院することになった。

　昨日ちゃぶ台に頭をぶつけてから俺はひと晩中眠り続けていたらしく、この前と同じように麻友が会社に連絡して俺は欠勤したことになっていた。

「まいったな……連休前で繁忙期だったんだよな。こんなポンポン休んでちゃ、社長に申し訳ないよ」

「……すいません、私のせいで」

　麻友が本当に心の底から申し訳なさそうに謝る。

「いや、わざとじゃないんだし、そんなに気にするなよ。……そ、それより俺のほうこそ最近はなんかへんな感じで……ま、麻友を追い詰めてしまったな」

「い、いえ……私のほうも必死になりすぎてしまって、克樹さんにまた怪我させてしまうなんて……」

　バス停でふたり立ちながら、俺たちは申し訳なさと恥ずかしさで顔を合わせることさえできなかった。

　目の前を数台の車が通り過ぎていく。

　麻友はぽつりとつぶやいた。

「怪我させてしまったのは本当にごめんなさい。……でも克樹さんが元の性格に戻ってくれてよかったです」

「でもおまえ、言ってたじゃないか。俺が少女漫画に出てくるような超かっこいいヒーローになってくれるようにとか。ああいう俺のほうがちゃんとしていてよかったんじゃないのか？」

「私が望むのは、いまの克樹さんが少しずつ頑張って変わってくれることです。……ここ最近の克樹さんの優しさは私には届いていませんでした。……まるで私の母が人形を愛しているのと同じようで……」

　隣に立つ麻友が俺の手を握りしめてくる。

「私の想いも克樹さんの想いももう届かなくなると思うと、怖かったんです」

　麻友は俺に向かって小さく笑いかけると、安堵のため息をほ、と吐いた。

　ここ数日の俺は白昼夢を見ているような感じだった。

　麻友のことがやけにまぶしく見えていて、麻友のことを大切にしなきゃとは思っていたが、その想いだけが暴走して、麻友の気持ちなんて全然考えていなかった。

　あの俺はただの自己満足で動いているだけの人形だった。

　こうして麻友の隣に立ち、麻友の想いを知ろうとすることがどれだけ大切なのか……あらためてそれがわかったような気がする。

「あ、克樹さん。バス来ましたよ」

　麻友は道の向こうから来るバスの影を指差した。

　俺は麻友の手を握り返した。





◆






　それから、本当にいつもの生活が始まった。

　会社から戻ると麻友が夕飯の支度をしていて、俺が上着をそこらへんに放り投げると麻友が小言をいう。そんな穏やかで、ちょっと騒がしい日常。

　本来なら新人の俺でも残業をしなきゃいけない繁忙期だったが、富岡さんは短期間に何度も頭をぶつけた俺を気遣ってくれて、定時で俺を帰してくれた。

　そんなある日のこと……。




「お帰りなさいませ、ご主人様[image: ]」

　会社から帰ってきた俺を出迎えてくれたのは、メイド服を着た麻友だった。メイド服といってもコスプレ衣装のそれで、胸元も大きく露出してスカート丈も短かった。おまけに黒ストッキングまで穿いていた。腰のあたりまで覆うようなものではなくガーターベルトで留めておくタイプだ。

　そんな麻友の姿を初めて見るわけではない。

　ただ、それは俺がおかしくなっていた時期の出来事で、まるで夢の中にいるようだったから実感はなかった。

「お、おまえ、なんだよ……いきなりそんな格好して」

「せっかく買ったのに全然役に立ってないのはもったいないって思いまして……。あ、そうそう、これをつけるのを忘れてました」

　麻友はネコ耳のカチューシャをどこかから取り出し、頭の上につけてみせた。

「お帰りなさいませにゃ[image: ]　ご主人様[image: ]」













　両手を丸めてネコの手の形を作りながら麻友はネコっぽいポーズを取った。

　ネコ耳、メイド服、それに黒ストッキング……。

　思わずこくんと息を呑んだ。

「お、おまえなぁ……そんな属性盛り合わせにしたくらいで俺が喜ぶとでも……」

「そんなこと言って。克樹さんのそこ、元気になってるじゃないですかー」

　メイド服を着た麻友が俺の足下にひざまずく。ズボンの上から下腹部を指でなぞられれば、ぞぞぞ、と甘い電流が全身に広がっていく。

　麻友の言うとおり、俺のペニスは軽く勃起していて下着やズボンをほんの少しだが押し上げていた。

「ここ数日、克樹さんからはたーっぷり愛してもらいましたからね。私のこと、女神とかお姫様とか言ってましたよ、克樹さん」

「い、いや、だからっ、あのときの俺はおかしくて……！　た、頼むからあのときの俺のことは忘れてくれよおおおっ！」

「ダメです。お返しに私からもたっぷり克樹さんのことを愛してあげます……私の白馬の王子様[image: ]」

「ひぎいいいいいいいい！」

　恥ずかしさのあまり両手で顔を覆い隠した俺をちらりと見上げながら、麻友はズボンのチャックを下ろして、ペニスを抜き出した。

「ふふ……興奮、してるんですね……」

　半分ほど勃ちかけたペニスを見て、麻友はうれしそうな声をこぼした。

　ちゅ、ちゅ、と小さな水音を立てながら麻友は陰茎に軽くキスを落とし続けた。濡れた薄皮膚が陰茎の皮膚をかすめる刺激がじわじわと俺を昂ぶらせる。実際に半勃ちだった俺のペニスはむくむくと膨れ上がり、質量を増していた。

「ふぁ……克樹さんのおち×ちん、おっきくなってきました。こんなにガチガチになって、血管も浮き上がってきて……」

「じ、実況するなよっ」

「うふふ、王子様のこの剣で私はメロメロにされたんですね。あ、黒騎士の魔剣とかのほうがいいですか？」

「や、やめ……っ！　ほんと、そういうこと言うのやめて……っ！」

　あんまり言われると、おかしかった頃の俺を思い出してしまい、恥ずかしさに悶え転がりたくなってしまう。

「でも克樹さん、おち×ちんびくびくってしてますよ？　こういうふうに言われるの好きなんじゃないんですかね？」

　陰茎をそっと手で撫でつけながら麻友は俺をからかう。

「べっ、べつにそういうわけじゃねーよっ」

「そうなんですか？　まぁ、克樹さんがそういうならそういうことにしておきますけど。……んむっ」

　麻友は再び俺のペニスにキスを落とした。

　ちゅく、ちゅっ……。

　やわらかく、瑞々しく、艶々と光る唇が陰茎をくすぐる。わずかな熱が皮膚をかすめるたびにペニスの根本にじわじわと熱がこもっていく。

「んっ、……ちゅっ、んむっ……ちゅるっ、じゅぅ……」

　ペニスを片手で持ち上げながら、麻友は陰茎にキスを落とし続けた。細かく細かく、小さく小さく。触れる箇所も時間もわずかでしかない。

「…………っ」

　じれったささえ感じるその小さな愛撫に俺は声を上げたくなる。

　もっと強い刺激が欲しい。

　粘膜に覆われて、強い摩擦に愛撫されたい。

　その気持ちよさを俺はよく知っている。

「……は……」

　思わず吐息をこぼすと、麻友の視線が俺を見つめてきた。

　俺の抱えてるもどかしさなんてすべてわかっているとでも言いたげな、悪戯いたずらな視線。

　わざとだ。わざとなんだ。俺がこうしてじれったく感じるようにわざと小さな刺激しか与えてきていない。




　──克樹さんが悪いんですからね。ずっと私をやきもきさせてきたんですからね。




　言葉にしなくても麻友がそう考えていることは俺にも届いた。

　……麻友を追い詰めてきたのは俺だからしょうがないか。

　半ばあきらめた気持ちで俺は麻友の小さな小さな愛撫を受け続けた。

　麻友の唇は陰茎の根本から這い上がるように少しずつ少しずつ先端へと向かっていく。睾丸をかすめるように付け根の部分をくすぐり、陰茎の中ほどにも丁寧にていねいにキスをまぶす。カリ首の周辺を濡れた唇がくすぐった瞬間は腰が震えそうになった。

　そしてとうとう、情けなくもパンパンに張り詰めた亀頭に唇が押しつけられた。敏感な箇所を濡れた唇がちゅくちゅくとくすぐる。

「んっ、ちゅ、んんっ」

「～～～～っっ」

　俺は声が口からこぼれそうになるのを、唇を噛みしめて必死に耐えた。

「克樹さん。我慢しないで声、出しちゃってもいいんですよ？」

　俺を見上げながら麻友はそんなことを言う。

「べ、べつにっ！　我慢してるとか、ねーよっ！」

「そうですか？　私は克樹さんのかわいい声、聞きたいですけどねー」

「う、うるさいなっ！　俺の声なんて聞いてもかわいいわけないだろっ！」

「もう、克樹さんは素直じゃないんですから。……こっちのほうは素直にやーらしいお汁、こぼしてますけど？」

　そう言って、麻友は亀頭の先端、鈴口へと唇を寄せた。

「んっ、んじゅじゅっ、じゅるっ」

　気づかぬうちにあふれ出していた先走りの露を麻友は唇を寄せて吸い上げた。敏感な粘膜をくすぐられ、尿道まで触れられたような錯覚を抱く。

「う、あ……っ！」

「ふふっ♪」

　とうとう俺が声をこぼしてしまうと、麻友はにんまりと笑みを浮かべながら俺を見上げてきた。

　やられた。くやしい。

　だけどなぜかそれが心地いい。

　こうしてふざけ合うことがどんなに楽しいか。……うれしいことか。

「……ん、ねちゅっ、んっ、れろおおおぉ……っ」

　改めて麻友は陰茎を片手で支え、ペニスの裏側の付け根から舌を這わせた。唇でくすぐられるよりも直接的な刺激に、ぞくぞくと腰が震える。

「んじゅっ、じゅるっ、ちゅっ、んっ、んむぅっ」

　唾液を陰茎にぬるぬると塗まぶしつけながら麻友の舌はゆっくりと這い上がってきた。ペニスの芯にじわじわと熱のようなものが集中しだす。生温かい粘膜が押しつけられるたびに俺の性器はひくひくと震えた。

「んっ、れろっ、んちゅっ、んじゅうっ」

　裏筋にまで到達した麻友は繰り返し繰り返し、小さなその箇所を舌先でくすぐった。甘いしびれがペニスの先端から陰茎の根本、下腹部までを走り、腰が震える。

「あ……麻友……っ」

　俺はいつの間にか麻友の頭に手を置いていた。

　やめてほしいのか、続けてほしいのか、自分でもわからなかった。

「んっ[image: ]」

　そんな俺の心境なんて語らずとも理解してるとでもいうふうに、麻友は自分の頭を俺の手のひらへとこすりつけてきた。

　まるでネコみたいだ。ネコ耳をつけているぶん、なおさらそう思ってしまう。

　麻友は裏筋への愛撫を止めると、今度は亀頭をゆっくりと舐め回し始めた。

「れろっ、んむうっ、んふっ、ふぁっ、あむぅっ」

　赤く腫れあがってしまった亀頭を麻友の小さな舌がねろねろねちねちと這い回った。カリ首をくるりと舌先でくすぐるように。時には亀頭全体に舌背を乗せるように。

　心を込めて、麻友は俺のことを愛してくれている。

「んっ、んじゅっ、じゅずっ、んちゅううっ」

　鈴口からあふれ出る先走りの汁を吸い上げているうちに麻友の唇が俺の亀頭を包み込む。

「んじゅっ、じゅじゅっ、じゅぼっ、じゅぼぼっ」

　いつの間にか麻友は亀頭全体を口腔に含み、小さな抽挿を繰り返していた。湿気を帯びた生温かい吐息が亀頭をむわっとくすぐった。頬肉の内側の、ふよふよと弾力を持つ粘膜がカリ首や陰茎に押しつけられた。

「んじゅっ、んちゅっ、んっ、んむっ、ちゅうっ、んぐっ」

　最初は俺を焦らすような愛撫しかしてこなかったというのに、麻友は必死になって俺のペニスへとしゃぶりついていた。小刻みな抽挿で、唇が陰茎をしごき上げてきた。いきなり増したペースに俺のペニスは震え、尿道口の奥に熱いものが溜まり始めた。

「うあぁ、麻友、ちょ、待てって……！」

　俺は思わず麻友の頭に置いていた手に力を込めた。

　このままだと俺はいますぐにでも麻友の口の中に射精することになってしまう。

　それは少しもったいないような気もした。

　じゅるんっ、くちゃあ。

　淫らな水音を立てながら麻友の唇からペニスが抜け落ちた。

「ふぁ……克樹ふぁ……克樹ひゃん……」

　呂律ろれつの回らない声で麻友は俺の名前を呼んだ。その瞳はとろんと情欲に濡れていた。薄く開かれた唇は唾液でぬらぬらと艶めいていて、まるで性器のようでもあった。わずかに見える淡い紅色をした舌の上では液体が泡立ち、白みがかっていた。

　しかも麻友はどこか居心地が悪そうに、もどかしそうに、自分の太ももをこすり合わせていた。

「……は、んん……」

　俺のち×ぽをしゃぶりながら麻友は明らかに、発情していた。

　その有り様に俺はコクンと息を呑んだ。

　見ているだけでペニスに熱が集中する。

　麻友に奉仕されていて気づいた。

　思った以上に、俺は麻友に対する劣情を抱え込んでいる。

　それはち×ぽに夢中になってしまった麻友に感化されてしまったのかもしれないし、……ここ数日、麻友と性的に触れ合うことをタブーにしてしまった俺自身が抱え込んでいたものかもしれなかった。

　麻友の頭をつかんで無理やりにでもガシガシ動かしたい衝動に襲われた。そうすればこの胸の奥に溜まる情欲も発散できる。

　……だけどそれはさすがにできない。

　俺は麻友を大切にすると誓ったんだ。

　スカートめくりくらいは日常のじゃれ合いだとしても、乱暴に扱うことは俺の望むところではない。

　理性と劣情の狭間で俺は動きを止めてしまった。

「……んっ、んむっ、んじゅううっ」

　そんな俺をちらりと見上げ、再び麻友は俺のペニスにしゃぶりついた。

「んじゅっ、じゅずずずっ、んふっ、んむううっ、んくっ、んぅっ」

　先ほどまでは陰茎の中ほどまでしか内に含まない、小刻みな抽挿を繰り返していたというのに、今度は喉奥にまで亀頭が触れるほどに奥に咥え込んできた。頬肉の内側の粘膜が陰茎を絞るほどに絡みついてくる。口腔からじゅくじゅくと染み出た生温かい唾液がぬるりと陰茎にまとわりついた。

「うぁ、あ、あ、麻、友……っ！」

　激しいセックスめいた動きに俺は声をこぼしてしまった。

「じゅうっ、んじゅじゅっ！　じゅくっ、んちゅっ、ずずっ、ずぶっ…………ん[image: ]」

　ペニスを喉奥にまで咥え込みながら、麻友は俺に向かってほほ笑んでみせた。

　俺の考えていることなんてまるでお見通しだとばかりに。

「んっ、んじゅっ、じゅぼっ、じゅずずっ、んむっ、んんあ……っ」

　麻友が頭を動かすたびに喉奥の粘膜に亀頭がコツコツと触れる。鈴口を細かく叩かれる度に射精したい衝動がじわじわと増していく。それだけじゃない、陰茎には麻友の小さくやわらかい舌背が押しつけられ、絡みついてくる。

「ま、麻友っ、ちょ……っ、……うぁ……っ」

　静止の声を出しても、もう遅い。

　激しい愛撫に俺は思わず腰を突き出してしまい、麻友の頭に置いている手に力を込めた。

　ペニスの根本から熱い猛りが尿道を駆け上る。

　びゅくっ、びゅるるるるるるるっ。

「んんっ、んんうううううっ」

　俺は麻友の喉奥に白濁とした液体をぶちまけていた。

「んっ、んんっ、んむっ、んんんっ」

　麻友の喉がこくこくと動き、吐き出されたばかりの精液を飲み込んでいく。目を閉じて、ザーメンの味をしっかりと味わうかのように。

「んっ…………んはぁ……」

　すべてを飲み干した麻友は唇からじゅるんとペニスを抜き出した。

「ひゃつき、ひゃん……」

　俺を見つめながら、麻友は俺の名前を呼んだ。瞳は熱を帯び、わずかに潤んでとろんと揺れている。いままでペニスを頬張っていたせいか、頬はうっすらと朱の色に染まりつつあった。濡れた唇は小さく開き、熱い吐息をは、とこぼしている。

　とくんと胸が高鳴り、すべてが愛しく思えた。

　俺はその場にひざまずき、麻友の細い肩を抱きしめた。そしてフェラをしたばかりの麻友の唇に自分の唇を重ねた。

「んっ、んんぅ……っ」

　まさかこのタイミングでキスをされると思っていなかったのか麻友の身体がびくりと震える。しかし胸板に軽く手を置かれる程度で、抵抗されることはなかった。

　口腔を軽く吸い上げると、少し生臭いような、ほろ苦いような味が染みてくる。この味に麻友は発情して、すべてを飲み込んでくれたんだ。

　粘膜を触れ合わせることで麻友の鼓動が、想いが伝わってくるような気がしてくる。

　麻友の小さな舌に自分の舌を重ねた。ゆっくりと舌背に舌を這わすと、麻友もおずおずと答え、舌を絡め合わせてきた。何度もキスしたことがあるというのに初心な反応だ。

　ねちゅっ、ねちっ、くちゅっ。

　唾液がとろりと舌と舌のあいだでこねられる。舌を大きく円を描くように動かせば、舌先がやわらかい頬肉の粘膜へと触れた。頬肉を舌先でくすぐると麻友の肩がふるふると震える。より強く麻友の身体を抱き、今度は上顎の粘液を舐め取るようにちろりちろりとくすぐった。

「んんっ、んっ……ふぁ……っ」

　熱い吐息が唇の端からこぼれる。その息を唾液ごとじゅずずっと吸い取り、歯列をなぞるように粘液を舌先で絡め取った。

「んっ、んむぅ、んっ……ん、んぁ……」

　腕の中で麻友の身体が小さく身悶える。胸板に添えられた手は俺の上着をぎゅっと握りしめていた。目線を向ければ、麻友がまぶたをきゅっと閉じているのが見えた。

　……かわいい。

　胸をきゅっと締めつけるものを感じながら俺は、麻友の舌を軽く吸い上げた。

「んぅ……、ん、んじゅっ」

　合わせるように麻友は口腔を吸い上げてきた。

　俺たちは唇を深く、深く重ね、そしてゆっくりと離した。

「ん、ふぁ……」

　薄く開かれた唇から熱い吐息があふれ、離れるのが名残惜しいように舌先がもつれ合う。ぬるりと別れた舌と舌をつなげるのは唾液の糸だ。それさえもいつかはぷつんとちぎれる。

「……ぁ……」

　小さく声をこぼした麻友は瞳を潤ませながらぼんやりとしていたが、数秒後我に返り、顔をうつむかせた。

「あ、あの……私、克樹さんのおち×ちん……フェラ、したんですけど……」

　俺を上目づかいで見つめながらおそるおそる麻友はつぶやいた。

「べつに、いいだろ。俺が嫌だと思うもの、麻友に飲ませられるかよ」

「あ、味は、どうだったんですかっ」

「んー、なんか生臭いというか漂白剤っぽいっていうか……つか、俺に聞かなくても麻友が飲んだんだからわかるだろ」

「い、いえっ！　克樹さんが精液を飲んだって事実がですね、大切なんですよっ！　……ふへへ」

「……おまえ、気持ち悪いぞ」

　俺はにへらと笑う麻友の額に軽く頭突きをした。

「いたぁ……んーもう、これくらい、いいじゃないですかー」

「そんなこと言ってたらこのへんで終わりにするぞ」

「…………っ！　だっ、ダメですっ！　だって、私、まだ、その……」

　俺の腕の中で麻友はもぞりと小さく身じろぎした。

　わかっている。俺はまだ、麻友に深く触れていない。

「大丈夫だよ。ちゃんとしてやるから」

　俺は抱きしめてた麻友の身体を反転させた。俺があぐらを組み、脚の上に麻友が座る形。背面座位のようなものだ。

　麻友のうなじに顔を埋めながら麻友の腹を、胸を、かき抱いた。

「……メイド服、だな」

「メイド服、ですよ……」

「ひとりで買ってきたのか？」

「も、もちろんですよ」

「そっかー、麻友はえらいなー。ひとりで買い物できるんだなー」

「へんなこと褒ほめないでくださいっ」

「今度は大人のおもちゃでも買ってきてもらおうかなー」

「い、嫌です……んっ」

　俺は麻友の着ているメイド服を下にずらした。ブラジャーはつけていなかった。薄く、ささやかに存在する乳房があらわになった。

　その微々たる肉の存在を確かめるかのように下から揉み上げた。見た感じではやはり身体の丸みの一部になってしまってよくわからないが、こうやって触れ、指を埋めることで乳肉の感触を味わうことができる。

　俺はなだらかな丘の感触を存分に、たっぷりと味わうために乳肉の線に沿うように指の腹を這わせた。少し力を入れるだけで指の腹は乳肉にふんわりと埋もれる。熱と、わずかな弾力が指先に返ってくるのが心地いい。

　小さな乳肉を揺らすように、手のひらと指の腹で包み込んで、さわさわと撫で上げた。

「おっぱい、ちょっと育ったか？」

「ええぇっ!?　今度こそ本当に本当ですかっ!?　ずっとおっぱいにいいって言われる豆乳飲んできた甲斐がありました！」

　だからこいつは俺の知らないところでなにをやっているんだ。

「いや、おっぱいがっていうか、こう全体的に肉がついたような……腹とか」

　俺はメイド服の上から麻友の腹を揉んだ。

　コスチューム自体が安っぽいから布もそれなりに薄い。薄い布地の向こうにある腹の肉はふよふよとやわらかく、手のひらになじみやすかった。

「ひゃうっ、ふぁっ、お、おなかやめてくださ……ふぁあっ」

　麻友が俺の脚の上でくねくねと身悶えるが、そのせいで余計に腹肉の弾力を感じることになってしまう。手のひらにたっぷりと触れる腹肉はささやかな乳肉を揉みしだくよりも満足感があった。

「おお、胸より腹のほうが揉み心地いいぞ」

「わ、私は食べても太らない体質なんです！　それは錯覚です！」

「そうか……哀れだな。こっちには肉がつかないんだな」

　俺は腹を揉むのをやめて、さらけ出されたままの乳房に触れた。

「ど、どこ触りながら言ってるんですかっ！　……ひゃうっ」

　白い乳房を撫でつけるのをやめ、ほぼ平坦ともいえる小さな丘の頂点にある薄紅色の乳首をひねり上げた。

「あ、やっ、あ、んぅぅっ」

　ふたつの乳首を両の手でこねくり回せば麻友の身体もびくびくと震える。薄皮膚に包まれただけのやわい肉の芽は、指の腹で転がせば転がすほどに硬さを増していく。

「あ、んん、あ、あ、ふぁ……」

　乳首を愛撫すれば麻友は短く甘い声をこぼす。片方の手で乳突起をくにくにと弄びながら、もう片方の手で薄い乳房を撫でつけるように揉みしだいた。

「ふぁぁ……あ、んん……ひゃうぅ……」

　くすぐったそうにしながら麻友は身体を軽くよじった。そのせいで尻肉が俺の下腹部にぐりっと押しつけられた。俺自身も再び昂ぶりつつあるのを感じながら俺は麻友の乳房と乳首に触れ続けた。

　白磁の乳肉を手のひらでこねるように撫でつければ、ほんのりと沈み込むことで感じる弾力と熱が伝わってくる。

　気持ちいい。

　もちろん俺だけが気持ちよくなっているわけじゃない。

「あ、あ、んんっ、ふぁっ、あ、あ……っ」

　薄紅色に彩られた白磁の頂点を指の腹で軽く押し潰せば、麻友は嬌声をこぼしながら身体を震わせた。

　麻友も気持ちよくなってくれている。俺のこの手で。

　俺は乳房を撫でつけていたほうの手でそっと麻友の脚に手を伸ばした。

　膝の丸みに触れながら短いスカートの中に手を差し込み、太ももに線を描くように指先でなぞった。

「あ、あぁぁ……っ」

　なにかを心待ちにしているような声が麻友の唇からこぼれる。

　俺の指は太ももから脚の付け根、そしてクロッチ部分へと触れた。

「いつもと違うパンツ？」

　指先に触れたショーツはつるつるとしたナイロン生地のようだった。以前に触れたブライダルインナーに似ている気もした。

「その、ブラジャーはこの服着てるときにつけると見えてしまいそうだったので着けてなかったのですが……ショーツのほうは克樹さんと買いにいったときのものを穿いています……」

「買いに？　行ったことあるっけ？」

「ええと、私がまだ家出少女だったころにデートして、そのときに行きました……。克樹さんがおかしかったときも着けたんですが反応が鈍くて……だからあらためてもう一度穿いてみました……」

「あ、あぁー」

　あのときのか。

　麻友を拾って過ごした７日間。

　その中でデートしたときに確かにランジェリーショップに行った。そしてつい最近、俺は麻友が黒い下着を身に着けている姿を見た。ただ、そのときの俺はいつもと違い、麻友に劣情を抱くことはなかった。

　俺はそっとスカートをめくり上げた。

　麻友の恥丘を覆っているのは、黒い下着だった。薄い生地でできているせいか、恥丘や陰毛の色が薄っすらと透けて見えていた。隠されているのは淫唇の割れ目のみ。艶めく光景に俺は思わず息を呑んだ。

「こんなの穿くなんて麻友はいやらしい子だなー」

　自分自身の動揺を気取られないように、俺はわざとからかうようなことを口にする。

「か、克樹さんがちゃんと使えって言ったんじゃないですかっ、……ひゃうっ」

　クロッチ部分の上から割れ目をつつ、と撫で上げた。そこだけ少し厚手のものになっている布地はじっとりと濡れていた。

　そのまま指の関節を押しつけるかのように、淫唇の端にあるクリトリスを軽く押し潰した。

「やっ、ああぁっ、あ……」

　くりくりと指を左右に動かし、クリトリスを転がせば麻友の唇から甘い声がこぼれる。

「あ、ふぁ、あ……克樹さんの指、気持ちい、です……」

「そんなにか？」

　淫唇の割れ目を上下に細かく撫でつければ、布地の向こうからじわりじわりと生ぬるい愛液が染み出てきた。

「は、はい……」

「自分の指でやるのとどっちが気持ちいい？　オナニーしてただろ？　俺のベッドで」

「…………っ！　それ、は……っ」

　麻友の耳に息を吹きかけるようにささやくと、麻友は息を呑み、びくりと肩を震わせた。

　は、と熱いため息を吐く麻友の頬は赤くなっている。

　それでも麻友は絞り出すようにつぶやいた。

「……克樹さんの指のほうが……気持ち、いい、です……。だからもっと、触ってください……」

　どくん。

　情欲の込められたつぶやきに俺の胸は高鳴る。

　割れ目へと食い込ませるように指の関節を押しつけた。ぐ、と強く力を込めて上下させれば、布地の向こうの媚肉は震え、恥丘の肉は指をやわく咥え込んだ。あふれ出た愛液が指の背をしとどに濡らす。

「……ふぁ……」

　愛液をひたひたに吸いきったショーツは、恥丘の形がはっきりとわかるくらいに肉に張りついていた。

　俺は熱い息を吐く麻友の足からそっとショーツを脱がした。途端にむわっとどこか甘酸っぱいような少女特有の香りが広がり、鼻腔をくすぐる。薄く生え揃った陰毛の向こうに見える淡いピンク色をしたクリトリスは、愛液ですっかり濡れそぼっていた。

　その肉の芽を指先でつまみ、軽く揉みほぐすようにしながら上下に愛撫した。

「やっあぁぁああぁ……っ、そこ、くりくりされるの、いい、です……っ」

　こすこすとしごき上げればやわらかかった淫核は少しずつ張り詰めていく。果実のように甘い弾力を返しつつも、芯に硬さを持ったような不思議な感触だ。

　肉の芽の下にある膣孔からは愛液がじんわりとあふれ、こぼれ落ちていた。

　その孔にも指をするりと挿し込む。愛液を垂れ流し続ける膣孔はすんなりと指の侵入を受け入れ、粘膜が指先に絡みついてきた。

　そのまま粘膜をこすりつけるように指を膣孔に出し入れした。

「あっ、やあぁああ……っ！　克樹さんの指、ゴツゴツしてます……！　もっと、もっとくださいぃ……あっ、あっ、んぅうっ」

　いつもと違い、麻友は素直に、淫らに俺を求めてくる。

　ここ数日、麻友の敏感な箇所に触れなかったことが麻友をえっちに、いやらしくしているんだ。

　その事実が俺の頭を熱くさせ、指の抽挿を速める。

　ずちゅっ、ぐちゅっ、ずちゅちゅっ、ぬちゅっ！

　指を動かせば動かすほどに媚肉は震え、同時に麻友の身体も小さく身悶える。俺はそんな麻友の小柄な身体を腕の中に納めながら、乳首とクリトリスを同時にひねり上げた。

「ひゃあぅうううっ！　あっ、あっ、やっあああぁ……っ！」

　びくびくびくっと麻友の身体が震え上がり、軽く仰け反った。淫核も、乳突起も、どちらもやわさを持ちながらぷくりと膨れ上がっていた。

　ふと顔を上げれば、麻友が頭につけているネコ耳のカチューシャが目に入った。

「麻友ー。いまのおまえはネコ耳メイドなんだろうー？」

「ふぁっ、はいぃ……わ、私は、ネコ耳メイドさんですぅ……」

「それならちゃんとにゃあって言わないとダメだぞー。ほら、言ってみろ、にゃあー」

　本物の麻友の耳にささやきかけながら、小さなペニスのように勃起しきったクリトリスを軽くふにゅりと押し潰した。

「にゃっ、にゃああぁあぁあっ、にゃ……！　あっ、あっ、ふにゃあぁあぁ……っ」

　身体を走る悦楽に身を震わせながらも、麻友は俺の言葉に応えてくれた。

「よーし、麻友はいい子だなぁ。いい子にはご褒美ほうびあげないとなー」

　俺は麻友の小さな膣孔に中指と薬指を挿し入れた。膣肉を指で押し広げ、間接を押しつけるようにぬちぬちとこすり上げた。同時にクリトリスを親指の腹でこねくり回す。

　くちゅっ、くちゅちゅっ、ずちゅっ、ぐちゅっ！

　手を小刻みに動かせば動かすほどに淫らな水音が湧き立つ。

「にゃああぁっ、やっ、にゃうううう、んんぅ……っ！　にゃっ、ふぁああぁんっ！　あっ、あっ、にゃうぅうん……っ！」

　悦楽に溺れた麻友のかわいらしい啼き声が耳朶じだをくすぐった。限界が近いのか、媚肉は指に強く絡みつき、膣奥から湧き出る愛液も量が増した。さっきよりも粘度が増していると思えるのは気のせいだろうか。

　秘所からあふれ出る甘酸っぱい香りと、うなじから漂う汗の匂いが混ざり合い、鼻腔をかすめる。

　……もっと麻友の奥に触れたい。

　自分自身が痛く張り詰めつつあるのを感じながら俺は、麻友の乳首とクリトリスを同時にしごき上げた。

「あ、あ、ふぁ、わ、私、克樹さんの手でイっちゃいます……っ！　ふにゃああぁああぁああ……っ[image: ]」

　びくっ、びくびくんっ！

　麻友は俺の腕の中で身をよじらせた。媚肉が激しく収縮し、恥丘の肉が脈打つ。膣奥からとぷとぷと染み出た愛液は尻たぶを伝って滴り落ち、俺のズボンをわずかであるが濡らした。

　は、は、と荒い呼吸を続けていた麻友は不意に顔をうつむかせた。

「……なんだかすごく恥ずかしいことをしてしまったような気がします」

「そんなことないぞ。ネコ麻友、かわいかったぞ」

「かっ、克樹さんもそんな恥ずかしいことしれっと言わないでください！　なんなんですか、まだ治ってないんですかっ!?　もう一度頭打ちましょうか？」

「……いや、勘弁してくれ」

　本当にかわいかったから口にしたんだが、そんなにまずいことだっただろうか。

「…………」

「…………」

　俺たちはしばらく座ったまま黙り込んでいた。

　しかし、麻友を愛撫しているうちに昂ぶっていた俺自身はまだ治まりがついておらず、硬く張り詰めた肉棒は布越しに麻友の尻肉にこすりつけられた。

「あー、えっと……ベッド行く？」

「は、はい……そうですね」

　麻友は俺の膝の上から移動し、俺も少しだけだが腰を上げた。キッチンには開きっぱなしになっている俺のソファベッドがある。ほんのわずか移動するだけでベッドにはたどり着ける。

「あの、克樹さん。今日は……私のほうが上で、いいですか？」

「べつにいいけど……」

　麻友にしては珍しい提案だ。いつもならなんとなく正常位になることが多いのに。

「きょ、今日はメイド服着ているので……克樹さんにご奉仕したいんです」

「…………わかった」

　絶頂後で、頬を上気させながらの麻友の言葉に俺は息を呑み、素直にうなずいた。

　俺は麻友に言われたとおりにソファベッドに仰向けになった。フェラされた直後からさらけ出されたままのペニスが天井を向いた。

　少し恥ずかしい格好だが、その恥ずかしさもすぐに気にならなくなる。

「…………」

　瞳を情欲に潤ませ、薄く開かれた唇から熱い息をこぼす麻友が俺の腰をまたいだからだ。

　さんざん手で触れたというのにまだ満足しきっていないのが俺にも伝わってくる。

　そして、俺自身もまだ満ち足りていない。

　もっと奥で触れ合いたい。もっと密に重なり合いたい。

　そんな想いを込めて、お互いを見つめ合う。

　麻友は片手で陰茎を支えつつ腰を下ろし、自ら淫唇へとペニスを誘った。

　くち……っ。

「……ぁ……」

　濡れた秘所と鈴口が触れ合う。もしかしたら、麻友を愛撫しているうちに勃起しきっていたペニスはすでに先走りの汁をこぼしていたかもしれない。

　くち、くちゅ、くち……。

　麻友は腰を前後に動かして、濡れた淫唇をこすりつけてきた。自分から挿いれるのは初めてではないとはいえ、こうして腰を自ら下ろすことに戸惑いがあるのかもしれない。

　だが、唇をきゅっと噛みしめた麻友は、あらためて膣孔へと亀頭を宛がった。

　ずぶっ、ずぶぶぶぶぶっ!!

　最初躊躇ためらっていたとは思えないほどの勢いで、膣孔はペニスを飲み込んだ。ぷちぷちとした膣ひだが一気に陰茎をこすりつけていく。

　こつんっ。

　あっという間に最奥にたどり着いた亀頭は最奥にある柔肉を軽く押し潰した。

「ふぁああぁあぁあぁぁ……っ！　おち×ちん、おなかのいちばん奥に来ましたぁ……[image: ]」

　俺の腹に手を置きながら、麻友は身体をぶるりと震わせた。瞳はとろんと淫欲に揺れ、薄く開かれた濡れた唇からは熱い吐息がこぼれ落ちている。ペニスを最奥まで受け入れた膣肉はとくんとくんと激しく鼓動し、麻友が軽く達したことを伝えてきた。

「おちっ、おち×ちんっ、克樹さんのおち×ちん……[image: ]」

　達したばかりだというのに麻友は俺の腹に手を置き、腰を前後に動かした。













　ぬちっ、ぬちゅちゅっ、ぐちゅっ、ずちゅぐじゅっ。

　麻友が腰を動かすたびに粘膜が、膣ひだが陰茎へと絡みつき、ぬぷぬぷとしごき上げてくる。小刻みな抽挿はまるでペニスを細かく舐め上げられているかのようだ。亀頭が子宮口の柔肉をトントンと押し叩くたびに膣肉はよりいっそうの力でペニスを締め上げた。

「あ、あ、あ、ふぁああぁあぁ……[image: ]　おち×ちん、奥に届いてます……[image: ]　あっ、ふぁっ、あっ、あっ、やっうぅうぅ……っ[image: ]」

　正直言って、やばい。

　麻友を愛撫しているあいだ、俺自身は麻友の尻肉にずっと押しつけられていただけだ。

　こんなふうに膣粘膜でしごき上げられるような真似をされたら、俺自身もあっという間に達してしまう。

「ちょっ、ま、麻友！　ちょっと待てって、うぁ……っ」

　俺は腹の上に置かれた麻友の手に自分の手を重ねた。

「……ふぁ、ぁ……」

　腰の動きを止めた麻友がぼんやりと俺の顔を見つめてくる。

　だが数秒後、淫靡に、それでいて小悪魔のように悪戯にほほ笑んでみせた。

「……わかりました。克樹お兄ちゃん[image: ]」

「…………っ!?」

　おにい、ちゃん……？

「克樹さん言ってました。『俺のこと、お兄ちゃんって呼んでみろ』って」

　言ったか？　……いや、言ったかもしれない。

「で、でもそれはっ、俺がおかしくなってたときので……！　いまは関係ねーだろっ！」

「関係ありますよ？　だって私がお兄ちゃんって呼ぶたびに克樹さんのおち×ちん、びくびくってしてます。……ね、お兄ちゃん[image: ]」

「うぁ……あ……っ」

　麻友の腰が再び動き出した。

　今度は前後にスライドするようにではなく、上下に。

「ふぁっ、あっ、んンッ！　あ、あ、あ、お兄ちゃ……お兄ちゃん……っ」

　腰の上で麻友が弾むたびに、膣ひだが強引に陰茎をしごき上げた。先ほどまでの舐めるような動きでなく、こすりつけるような動きに俺も思わず腰を突き出してしまう。

「あっ、んぁっ、お兄ちゃんのおち×ちん、気持ちいいです……っ、お兄、ちゃ……っ」

　淫らに身体をよじらせながら麻友は喘いだ。潤んだ瞳で俺を見つめながら、麻友は俺のことを「お兄ちゃん」と繰り返して呼ぶ。

　まるで禁断の関係に足を踏み込んだかのようだ。

　俺と麻友に血のつながりがないことはわかりきっているはずなのに。

「んっ、あっ、あ、あ、おにいちゃ……、やっああっ、お兄ちゃん、んんぅ……っ」

　麻友が甘い声で俺を兄だと呼ぶたびに下腹部に血流が集中し、頭をどうしようもなく熱くさせた。背徳感が背筋をぞくぞくと駆け上る。

　やばい。これ以上はまともに考えることさえできなくなる。

「……あは[image: ]　お兄ちゃん[image: ]　おち×ちん、さっきよりずっと硬いですよ……[image: ]　ずぅっとびくびくしてるし……もうしゃせーしちゃいそうなんですね……[image: ]」

「お、おまえっ、ほんと、いいかげんにしろ……っ！　俺に奉仕してくれるんじゃなかったのかよっ」

「さっきは、んっ、ネコちゃんにさせられちゃいましたからね。仕返し、ですよ、おにいちゃん……[image: ]」

　麻友はくすりと、淫奔いんぽんに、淫魔のように笑みを浮かべてみせる。

　俺はその笑みから視線を外せなくなった。

「んっ、んはっ、ふぁっ、あっ、お兄ちゃんっ[image: ]　お兄ちゃん[image: ]　んンッ」

　うっすらとほほ笑みながら麻友は腰を動かし続けた。ペニスにこすりつけられた膣ひだが、ねっとりと絡みつきながらも、陰茎をしごき上げる。

　俺の意志とは関係ないところで無理やり抽挿はぬぷぬぷと繰り返され、落ち着く余裕もないまま限界まで追い込まれてしまう。

　そして繰り返される「お兄ちゃん[image: ]」という甘く背徳感に満ちた呼びかけ。

　──ぞくっ、ぞくぞくっ。

　背筋から指の先まで甘い電流が駆け上る。身体も精神も犯されつくされてしまった。睾丸がぐ、とせり上がり、俺にはその衝動を耐えることはできなかった。

　びゅるっ、びゅるるるるっ！　どくんっ！

　とうとう俺は麻友の最奥に精液をぶちまけてしまった。

「あはぁー……[image: ]　おにーちゃんのせーえきいっぱい感じます[image: ]　お兄ちゃん、大好きですよ。お兄ちゃん[image: ]」

「うあ、あ、あうっ」

　射精したばかりのペニスが麻友の胎内なかでびくびくと跳ね、残りのザーメンが搾り取られていく。俺は情けない声を上げることしかできなかった。

　俺が荒い呼吸を繰り返していると、麻友は自分から身体を傾け、俺に抱きついてきた。

「えへへぇ、克樹さぁん[image: ]」

　あんなに淫奔でいやらしい笑みを浮かべていたというのに、麻友は無邪気に頭を俺の胸にすりつけてきた。またネコみたいだ、と思ったが、言葉に出すとすねてしまいそうだから言わないでおく。

　その代わり麻友の頭をゆっくりと撫でつけた。

　身体を重ねているおかげで、やわらかさと熱、そして鼓動を感じる。服を着ていなかったらもっと密に感じることができただろう。

　少し惜しい気もしたが、これからの俺たちには充分に触れ合える機会はいくらでもある。

　だからいまは麻友の耳のうしろやうなじに触れるだけにしておいた。

「ふふ……っ、くすぐったいですよ……」

　そう言いながらも麻友は自分から俺の手のひらに頭の重みを預けてきた。

　俺たちはまだ敏感な箇所でつながったままで、麻友の淫唇は物欲しそうにきゅうきゅうと切なく鼓動していた。

「……ぁ……」

　自分でもその脈動を自覚したのか麻友は悩ましげな声を上げた。

　麻友の顔が近づき、俺も顔を近づけた。

「……ん……」

　触れるだけのキスをして、俺たちは再び見つめ合った。

「あ……克樹さんのおち×ちん、またおっきくなってきました……。もう１回、いいですか……？」

　瞳を情欲に潤ませながら麻友は小首を傾げた。淫らなようで、無垢なその仕草に俺の胸はとくんと高鳴る。

　いいに決まってるだろ、という想いを込めて俺は麻友の手を握りしめた。

「……えへへ」

　ほのかに麻友は笑い返し、俺の手を握り返してきた。

「ん、しょ……。それじゃ、今度こそ、克樹さんにご奉仕しちゃいますからね……」

　麻友はゆっくりと身体を起こし、俺の手を握りしめていないほうの手を俺の腹に置いた。

　そして腰を前後に動かし始めた。

　最初のような焦るような感じもなく、俺を追い詰めようという動きでもない。

　ただもったりと、緩やかに、それこそペニスを優しく膣粘膜で包み込むように麻友は腰を動かした。

「ん……っ、ふぁ……、あ、あ、あ、んぅう……克樹、さ、……克樹さん……」

　麻友が腰を動かすたびに亀頭の先端からカリ首、陰茎までを膣肉がぬるりと舐め上げていく。

　じゅちゅっ、ぐちゅじゅっ、ずじゅっ、ぐちゅうっ。

　愛液で満たされ、なおかつ射精までされた胎内は、生ぬるく粘りのある液体で満たされていた。そのせいで抽挿のたびに派手な水音が湧き立った。

「あ、あ、んぁあぁ……っ！　気持ち、いい、ですか……？」

　身体を傾け、俺の顔をうかがい見ながら麻友は小さく問いかけてきた。

「あ、あぁ……」

「それなら、よかったです……んぁっ、あっ、あ、あ、んぅううっ、んっ」

　麻友の腰が前後に揺らめく。膣ひだのひと筋ひと筋が陰茎に絡みつき、ペニスをしゃぶるようにねっとりと収縮する。その脈動に射精した俺のペニスはむくむくと海綿体を膨らませ、麻友の膣肉を質量で圧迫した。

「ふぁっ、あぁあ……っ、克樹さんのおち×ちん、いっぱい感じます……」

　恍惚の声を上げながら麻友は身体をぶるりと震わせた。押し広げられた膣肉が悦びにぶるぶると震え、よりいっそうの力でペニスを咥え込んでくる。生ぬるい熱と弾力の中で俺のペニスもびくびくと震えた。

「あっ、あっ、ひぁっ、あ……ふぁ……」

　は、と麻友は時折熱いため息を吐いた。そのため息はなにか物足りなさを訴えているような気がした。……そういえば、俺ばかりが気持ちよくなっているだけで、麻友自身のイイところにはあまり触れられていない。

「麻友……」

　気持ちよくなるなら一緒にだ。

　ともに歩くとあのとき誓ったのだから。

　俺は麻友の手を強く握りしめ、もう片方の手で麻友の腰を支えた。

　そして、腰をぐ、と突き上げた。

　亀頭の先端が子宮口の柔肉をぐりっと押し上げた。

「ひゃううううぅうんっ！　奥、奥におち×ちん、感じます……っ、あっ、あっ、ふぁああぁ……っ」

　そのまま最奥で亀頭を回転させるようにくりくりと押しつけた。いきなりの刺激に麻友の膣肉は陰茎を絞り上げるようにぎちぎちと狭まった。膣ひだの隙間からあふれ出る愛液が肉と肉のあいだを埋めつくすようにじんわりとまとわりつく。

「も、克樹、さん……私が、奉仕するって言いましたのに……ふぁあぁああぁ……っ」

　びくんびくん、と麻友の身体が震え、その震えが握りしめている手からも伝わってきた。

「……いいんだよ。俺も、動くぞ」

　腰を突き上げ、ペニスを膣肉へとこすりつけた。最奥だけでなく、麻友が気持ちイイと思える膣壁の中ほどあたりに陰茎をごりゅごりゅとこすりつけた。

「あ、あ、あ、あ、あ……っ[image: ]　────ッッ[image: ][image: ]　かふきひゃ……っ、克樹、しゃ……[image: ]」

　麻友は身体を軽く仰け反らせ、身悶えながら甘く蕩ける声で啼ないた。膣肉はひくひくと悦楽に震え、膣ひだは愛おしさを伝えようとせんばかりにきゅんきゅんと絡みついてきた。麻友も気持ちよくなっていることは明らかだった。

「ふぁ、あ、あ、奥くりくりされるのも、気持ちイイとここしゅこしゅされるのも……っ[image: ]　ぜんぶ、全部、イイです……っ[image: ]　私のイイとこ、全部克樹さんに知られちゃってますぅ……[image: ]　やっ、あっ、あっ、ひぁああぁぁ……っっ[image: ]」

　そうだ、麻友の気持ちいいところは知っている。

　こうやって最奥を軽く押し叩くことが身をよじらせるほど気持ちいいことも、膣肉の中ほどにある少しざらついた箇所も。じつは腹に触れられるのは弱いことも、うしろから抱きしめてクリトリスに触れると悦ぶことも。

　すべては日常の中で身体を重ね続けたから。

　時にはじゃれ合い、からかい合い、争うように、むつみ合うように敏感な箇所を触れ合わせた。

　心も身体も密に触れ合うことがどんなに気持ちよく──幸福に満ち足りたことか。

「克樹しゃ……克樹さん……っ、ふぁっ、あっ、あっ、やあぁあぁ……っ、克樹さんも、気持ちよさそうな顔、してます……気持ちイイんですね……」

　生理的な涙で潤んだ瞳が俺の顔を見つめてくる。麻友は濡れた唇を薄く開き、ほのかに、幸福そうに笑みを浮かべてみせた。

　きっと俺も同じような顔をしてみせているのだろう。

　羞恥を見られ、羞恥をのぞく。

　嗜虐心だか被嗜虐心だかわからないものが快感へと変わり、背筋をぞくぞくと駆け上る。

「ふぁっ、あっ、あ、あ、んんうぅ……っ[image: ]　克樹さんのおち×ちん、びくびくってしてきましたぁ……[image: ]　また、しゃせーしてくれるんですね……[image: ]」

「おまえだって……もうすぐイきそうだろ……っ」

　俺自身も麻友の胎内なかで限界まで張り詰めていたが、それを受け入れる麻友の膣壁はどくんどくんと激しく蠢動し、膣ひだは濃い牡おす汁を求めて陰茎をきゅうきゅうとしごき上げていた。

　お互いに限界が近い証拠だ。

「私……克樹さんと一緒にイきたい、です……」

「あぁ……」

　お互いの鼓動を、血流を感じるために、つなぎ合わせている手に力を込めた。

　汗ばんだ手のひらが触れ合い、想いまでも重なったような気がする。

　気がするんじゃない。本当に重なり合っているんだ。

　俺はもう一度腰を強く突き上げた。

　亀頭の先端が子宮口の柔肉を押し上げ、こすり上げる。

「ふぁああぁっ、あ、やぁああぁぁああぁぁぁ……っっ[image: ][image: ]」

　どくんっ。膣肉が大きく蠕動し、陰茎をやわく、ゆるく、心地よい強さで圧迫してくる。膣ひだはねっちょりとペニスに絡みつき、陰茎の表面でびくびくと収縮した。淫唇はペニスの根本までをきっちりと咥え込み、牡おす汁の到来をいまかいまかと待ちわびていた。

　その牝めすの性器の動きに俺も耐えることはできない。もとより、耐えるつもりもない。

　──どくっ、どくどくっ、どくんっ。

　最奥の柔肉にぶちまけるように、俺は白濁とした液体を再び麻友の胎内に放っていた。

「ひゃうううぅぅぅ……っっ！　あっついせーえき、おなかの中でいっぱい感じます……[image: ]　あ、あ、ふぁあぁ……っ」

　さらなる絶頂を迎えた麻友は身体をぶるりと震わせ、くたりと俺の胸板へと身体を傾けてきた。

「……あ、ふぁ……」

　荒い呼吸を繰り返しながら麻友は俺の胸にしがみついてきた。そしてそれは俺も一緒で、肩で息を整えながら、俺は麻友の背中をそっと撫でた。

　……とくん。とくん、とくん。

　服越しではあったが俺は胸に抱く麻友の鼓動を確かに感じていた。それはまだ手を握りしめ合っているせいかもしれないし、まだ敏感な箇所をつなぎ合わせているせいかもしれない。

「克樹、さ……」

　麻友は顔を上げ、熱を帯びた目で俺を見つめてきた。

　その汗ばんだ額に張りついた前髪を指で払いのけると、麻友はくすぐったそうに笑みを浮かべた。

「……克樹さんの匂い、私、好きです」

　俺の胸板に顔を寄せて麻友は深呼吸を繰り返した。

「煙草くさいだけだろ」

「……嫌いじゃないですよ、煙草の匂い。それに……克樹さんの匂いだから好きなんです」

　すんすん、と俺の匂いを嗅ぎ続ける麻友。

　そんな麻友の頭をそっと撫でれば花のようなシャンプーの香りと、少しだけ果実を思わせるような汗の香りがほんのりと漂ってくる。

「俺も……麻友の匂いは嫌いじゃない」

　ぽつりとつぶやけば麻友は目を丸くして俺を見つめてきた。

　直後。

「……いきなりデレられても困ります」

　麻友は俺の胸板に顔を埋めきってしまった。

　耳まで赤く染まってしまった麻友の頭を、俺はしばらく黙って撫で続けた。






◆エピローグ





　同人誌即売会というものは休日に行なわれるのが普通らしい。

　だから連休前、連休中は新人である俺も駆り出され、休むこともできなかった。

　が、連休が過ぎればあっという間に繁忙期も終わり、いささかの余裕ができてきた。

「ただいま、麻友」

「おかえりなさい、克樹さん。もうすぐごはんできますからね。適当に待っていてください」

　会社から戻ればエプロン姿の麻友がコンロの前に立っていた。今日はカレーらしく、スパイスの香ばしい匂いが俺の空きっ腹を刺激した。

　俺は上着を脱ぎ、壁のフックに引っかけていたハンガーを手に取り、上着をハンガーに被せた。そして上着を被せたハンガーを再び壁に引っかけた。

「ふわっ、ふわああああああっ!?」

　麻友がいきなり大きな声を上げた。

　どうやら俺の一連の行動を見ていたらしい。

「か、克樹さんが自分から上着をハンガーにかけています……！」

「な、なんだよ、べつに悪いことじゃねーだろ」

　脱いでそこらへんに放置してたら放置してたでうるさく言うだろうから自分で引っかけたというのに。

「そ、それに帰ってきてスカートめくりもおっぱい揉みもしませんでした……」

「なんだよ……やってほしかったのかよ……」

「い、いえ……そういうわけじゃないんですが……」

　最近の俺が会社でやっていることと言えばエロ原稿のチェックではなく、ＤＴＰソフトや輪転機の使い方の勉強だ。必要以上にムラムラすることはなくなった。エロ漫画雑誌を仕事のために買って帰ることもほとんどない。修正の範囲ならだいたい理解できたからだ。

「だ、大丈夫ですか……？」

「なにがだよ」

「どこかで頭打ってきたりしてませんか？」

「してねーよ」

「そ、それとも熱でもあるんですかっ」

　麻友の手が俺の額に押し当てられる。

「……平熱、ですね」

「あたりまえだろ」

「…………はぁ～～、よかったですー……」

　麻友は深々と安堵のため息を吐いた。

　俺はすすっと移動して、そんな麻友の背後に回った。

　そして思いきりスカートをめくり上げた。

「桃色パンツ。なるほど、春らしい」

「ふにゃああああああっっ！」

　……俺は、麻友に蹴られた。





◆






　連休中はずっと仕事だった。

　麻友は麻友で学校でできた友だちと遊びにいったりしていたようだが、それでも休日になると一緒に遊びにいきたいと麻友にねだられた。

　だから休日、俺たちは少し遠くの場所にある遊園地に出かけた。

　遊園地のアトラクションは高さと速さで客を振り回すようなものが多い。ジェットコースターとか、フリーフォールとか。そうでなくとも巨大迷路やお化け屋敷など精神的に疲れるものもあった。

「えーっと、次はあれ乗りましょう！　おっきな船に乗って大回転するやつですよ！」

「……嫌だ。なんでおまえはそういう激しいのに連続して乗りたがるんだ。俺は疲れたぞ」

「もーう、克樹さんそんなにへたれたこと言わないでください。まだ全部回ったわけじゃないんですよ？　せっかくフリーパス買ったのに」

　確かに遊園地に入るときにはふたりともフリーパスの入場券を買った。だが、こんなに疲れるものだとは思わなかったのだ。これなら俺だけ普通の入場券を買い、麻友だけ遊ばせてやればよかった。

「それなら次はあれ乗りましょう、メリーゴーラウンド！　あれならきっと疲れないですし、のんびりできますよ」

「ぜっったいに嫌だっ！　おまえがひとりだけで乗ってこいっ」

「えー、克樹さんと一緒に乗るから楽しそうなのに」

　どういう意味だ、それは。

「そもそもですねぇ、克樹さんまだ20代になったばかりじゃないですか。普通の大学生だったらもっと元気にはしゃいでますよ。ほら、あそこ見てください」

　麻友が指差す先では大学生と思われるグループがうぇいうぇいはしゃぎ、カメラの前でポーズを取っていた。おそらく俺と同年代くらいだろう。

「……俺はもう社会人だからな。普段の疲れも溜まってるんだよ。おまえも卒業して社会人になれば俺の苦労がわかるよ」

「……社会人になったら克樹さんみたいにおじさんくさくなっちゃうんですか。それは怖いですね」

　なんだとこら。

　……というかそんなに俺はおっさんくさいんだろうか。

「あーもう、俺はそこのベンチで休んでるからおまえは適当に遊んでろよ」

「えー、そんなのつまんないですよー。……あ、じゃああれに乗りましょう」

　麻友は俺の向こう側にあるアトラクションを指差した。少しうんざりした気持ちで指し示されたほうを見てみれば、そこには大きな円を描く観覧車があった。

「あれなら座ってるだけですから休むこともできますよ」

「……まぁ、確かに」

　観覧車ならやたら振り回されたり、上や横に重力がかかって無理に引っぱられることもないはずだ。ただ座っているだけなら疲れも癒やされるだろう。

「わかった。あれに乗ろうか」

　俺は気楽にそう答えた。

　観覧車なんて小さな子供でも安心安全で乗れるアトラクションだ、そのときの俺はそう思っていた──。




　俺たちふたりを乗せたゴンドラはゆっくりと、だが確実に高さを増していき、そしていつしかジェットコースターを見下ろせるような高さになっていた。




「うわっ、わぁ」

　風でゴンドラが大きく揺さぶられ、俺はもう何度目かわからない声を上げた。身体を固定するものはなにもなく、ただ高度だけがじわじわと真綿で首を絞めつけるように上がっていた。ゴンドラを吊るしている鉄骨はぎしぎしと不穏な音を立て、俺の心を不安で駆り立てていく。

　こんなんじゃのんびりと休むどころではない。

　背筋を冷たい汗がつうと垂れ落ちていった。

「ほら、克樹さん。あっちの山のほう、とってもいい景色ですよ」

「……あ、ああ……」

「って、克樹さん、全然見てないじゃないですか。床のほうばっかり見て」

「だ、だって、これ結構揺れるし……お、おまえは平気なのかよっ」

「これくらい平気ですよー。……もう克樹さんはしょうがないですねー」

　向かい合わせに座っていた麻友が不意に立ち上がった。

「うわっ、おまえ、動くなよっ」

「大丈夫ですって。ほら、私が隣に座ってあげますよ」

　麻友は俺の隣にゆっくりと座った。

「はいはい、克樹くんは怖がりですねー。私がついているから大丈夫ですよー、よちよち」

　そして俺に軽く抱きつき、頭を撫でつけてきた。

「……おう……」

　俺は情けなくもそんなことを言うしかできず、麻友に撫でられるがままになっていた。

「えへへへ」

　麻友は俺の手を握りしめながらにへらと笑った。

「……なんだよ。俺がそんなに怖がってるのがおもしろいのかよ」

「そういうわけじゃないんですけど。……こうして克樹さんの気持ちが伝わってくるのがうれしいんです」

　麻友は心の底からそれがうれしいとばかりにやわらかくほほ笑んだ。

　俺も……こうして麻友の優しさを感じることはうれしい。

　さっきまでは揺れるゴンドラのことで頭がいっぱいだったはずなのに、麻友の体温、やわらかさを感じることで、胸に温かなものがほんのりと灯る。

　大切な人の隣に立ち、想いを知ること。知られること。知ろうとすること。

　それがどんなに大切なことなのか、この数日で俺たちはわかったような気がする。

　一方的な想いだけでは届かない。

　想いを重ね合うことに意味がある。

「麻友……」

　いつも一緒にいてくれてありがとな。

　そんな想いを込めて、俺は麻友を見つめた。

「克樹さん……」

　麻友は俺を見つめ返し、手を握りしめてきた。

「そんなに観覧車怖いんですか？　大丈夫ですよ、もう頂点は過ぎましたから。あとは下りるだけです」

「ち、ちげーよ!?」




　……たまには想いがすれ違うこともあるだろう。

　それでもあきらめず、想い想われ、そんな関係を築いていきたいと俺は思った。




　やがてゴンドラは地上に近づき、俺たちは観覧車から降りた。

　ぐったりと疲れてしまった俺はいちばん近い広場まで歩き、そこのベンチに座り込んだ。麻友はそんな俺のためにドリンクを買いにいってくれた。

　上を仰げば、空の水色は薄く霞み、朱の色が空の端をじわりじわりと染めていた。

　気づけば夕方になりつつあった。

　周囲にあるアトラクションは次々にライトアップされていた。おそらくもっと暗くなればイルミネーションは星のように煌めいてくれるだろう。

「はい、克樹さん。飲み物買ってきましたよ。もう大丈夫ですか？」

「ああ、ありがとう、麻友」

　俺は麻友の手からジュースの入った紙コップを受け取った。麻友は俺の隣にちょこんと座り、自分のぶんのジュースを飲んだ。俺も同じようにジュースを飲む。

　真正面にあるのはついさっき乗った観覧車だ。

　他のアトラクションと同じように鉄骨やゴンドラにつけられた照明が煌めき、ゆっくりと回転していた。それはまるで花火のようでもあった。

「……なんかごめんな。せっかく来たのに、俺がだらしなくて」

「いいえ、すっごく楽しかったですよ。また来ましょうね。あ、今度はお弁当作ってくるのもいいですね」

　麻友は俺の隣で、本当に心の底からうれしそうにほほ笑んでくれた。

　遊園地デートなんてたいしたことじゃない。俺が途中からグロッキーになっていなければもっと楽しめることもできただろう。

　それでも麻友は喜んでくれる。

　結婚式も、指輪も、もっと豪勢なものは世の中にあふれているのに、麻友は俺が用意する安いもので満足してくれる。

　だからといっていつまでも安っぽいものだけでごまかし続けたくない。

　いまの俺にできる麻友のための精一杯……。

「そうだ、麻友。指輪つけてるか？」

「はい、つけてますけど……」

　麻友は左手を俺に向けてきた。その薬指には俺が送ったシンプルなデザインの指輪がはまっていた。

「ちょっと指輪貸してみろ」

「？　いいですけど」

　麻友は首を傾げながらも指輪を外し、それを俺に手渡してきた。

　俺はその指輪をライトアップされた観覧車に重ねて、穴を覗き見て。指輪を通して見る観覧車は煌めく宝石のようだった。

「ほら、こうして見ると宝石の指輪みたいだろ」

「……わぁ……」

　麻友も同じように指輪をのぞき見て感嘆の声を上げた。

「……よくそんなこと思いつきますね。また頭でも打ったんですか？」

　つぶやく麻友の顔はイルミネーションに照らされながらわずかに紅色に染まっていた。

「べつに、これくらいいいだろ……」

　言い返しながら俺たちは空が薄闇に覆われるまで輝く指輪を見つめ続けていた。




　同じ景色を見て、同じ思いを重ねて。

　俺たちはこうしてともに歩み続ける。


＜了＞
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